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０
万
〜
４
０
０
万
円
ぐ
ら
い
減
少
し
て

い
る
。
単
年
度
の
問
題
で
は
な
く
、
来

年
も
再
来
年
も
続
く
こ
と
に
な
る
。
こ

の
ま
ま
放
っ
て
お
け
ば
、
会
勢
が
衰
え

て
い
き
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き

な
い
こ
と
に
な
る
。

一
、
急
務
は
会
員
を
増
や
す
こ
と
だ
。

と
く
に
若
い
人
の
入
会
を
カ
ン
フ
ル
剤

と
し
た
い
。
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
実
現
さ

せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
私
を
含
め
執
行

部
で
そ
れ
な
り
に
考
え
て
き
た
の
が
４

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、
今
回
は
誠

に
残
念
な
が
ら
予
算
計
上
は
通
信
費
程

度
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
振
り
向
け
る
余
裕
が
な
い
。

翼
を
も
が
れ
た
鳥
と
同
じ
。
た
い
へ
ん

き
つ
い
現
状
で
あ
る
。

一
、
大
き
な
光
は
若
い
人
が
燃
え
て
い

る
こ
と
だ
。「
会
の
再
生
は
、
わ
れ
わ
れ

で
や
る
」
と
い
う
息
ご
み
で
働
い
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
若
い
人
た
ち
の
力
が

起
爆
剤
と
な
り
、
会
の
再
生
へ
明
る
い

光
が
見
え
て
く
る
こ
と
を
確
信
し
て
い

る
。

�
事
業
計
画

４
つ
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

こ
の
日
の
総
会
に
は
２
８
８
７
通
の

委
任
状
が
提
出
さ
れ
た
。
会
員
数
は
５

２
５
１
人
。
出
席
者
・
委
任
状
提
出
者

を
合
わ
せ
る
と
、
会
員
の
３
分
の
１
を

上
回
っ
て
お
り
、
総
会
が
有
効
に
成
立

し
た
こ
と
を
確
認
、
議
事
録
の
署
名
人

に
は
宮
川
美
知
子
、
松
島
岳
生
の
両
会

員
を
指
名
し
た
。

　

議
案
審
議
を
開
始
し
た
。
事
業
計
画

に
は
、
冒
頭
に
「
日
本
山
岳
会
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
」
を
掲
げ
、
４
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
内
容
を
具
体

的
に
示
し
た
。
事
業
計
画
は
宮
崎
副
会

�日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
　月・火・木  ････････････ 10～20時
　水・金  ････････････････ 13～20時
　第２、第４土曜日  ･･････････ 閉室
　第1、第3、第5土曜日  ･･･ 10～18時
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�
会
長
あ
い
さ
つ

厳
し
い
現
状
の
認
識
を

　

総
会
は
宮
崎
紘
一
副
会
長
の
司
会
で

進
め
ら
れ
た
。
総
会
に
先
立
ち
、
尾
上

昇
会
長
は
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

一
、
日
本
山
岳
会
の
最
大
の
問
題
は
、

入
会
者
よ
り
退
会
者
が
多
い
こ
と
だ
。

こ
れ
が
も
た
ら
す
影
響
は
、
会
費
の
減

少
だ
。
今
年
度
の
収
入
も
、
ま
だ
締
め

て
は
い
な
い
が
、
前
年
度
に
比
べ
３
０

　

平
成　

年
度
第
２
回
通
常
総
会
が
３

２１

月　

日
午
後
２
時
か
ら
東
京
・
六
番
町

１３
の
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
開
か
れ
た
。

会
員
１
３
７
人
が
出
席
し
、
平
成　

年
２２

度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

審
議
し
た
。
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
た
が
、
か
つ
て
な
い
緊
縮

予
算
を
前
に
、
日
本
山
岳
会
の
厳
し
い

現
状
を
知
っ
た
。
ば
っ
さ
り
削
ら
れ
た

予
算
案
に
は
、
息
を
の
む
思
い
だ
っ
た
。

平
成　

年
度
の
第
２
回
通
常
総
会
が
、
３
月　

日
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
数
年
、

２１

１３

会
員
の
高
齢
化
と
と
も
に
会
員
数
が
減
少
し
、
会
費
収
入
に
活
動
の
多
く
を
負
っ

て
い
る
山
岳
会
の
財
政
が
大
変
厳
し
い
状
況
を
迎
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
総
会
の

模
様
を
、
高
橋
会
報
編
集
委
員
に
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。

平
成　

年
度
第
２
回
通
常
総
会
開
催

２１

　

年
度
は
超
緊
縮
予
算
で

２２

高
橋
重
之
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長
が
ひ
と
と
お
り
説
明
（
３
〜
４
�
参

照
）
し
た
の
ち
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と

に
リ
ー
ダ
ー
が
補
足
説
明
。
収
支
予
算

案
は
岡
部
紘
財
務
担
当
常
務
理
事
が
説

明
し
た
。

　

法
人
改
革
対
応（
藤
本
慶
光
副
会
長
）

　

公
益
法
人
に
な
っ
た
場
合
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
６
月
に
は
提
示
し
、

最
終
的
に
来
年
３
月
も
し
く
は
６
月
に

方
向
を
決
め
、
申
請
作
業
に
入
る
。
新

し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
５
月
に
も
提
示

さ
れ
る
見
通
し
だ
。
中
立
的
な
立
場
で

デ
ー
タ
を
提
示
す
る
。

　

Ｊ
Ａ
Ｃ
�
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
（
野
澤
誠
司

理
事
）　

歳
以
下
の
日
本
山
岳
会
会
員

３９

は
約
１
０
０
人
、　

歳
以
下
の
会
員
は

４９

約
４
０
０
人
。
危
機
的
な
状
況
だ
。
供

給
源
だ
っ
た
大
学
山
岳
部
が
衰
退
し
て

い
る
。
廃
部
と
な
っ
た
大
学
も
あ
り
、

２
ケ
タ
台
の
部
員
を
か
か
え
て
い
る
の

は
３
校
に
と
ど
ま
る
。
指
導
す
る
人
も

な
く
教
育
シ
ス
テ
ム
が
崩
壊
し
て
い
る
。

公
益
活
動
と
し
て
冬
に
、山
ス
キ
ー
、ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の
講
習
会
を
実
施
し

て
お
り
、
す
で
に　

人
ほ
ど
の
修
了
生

８０

が
い
る
。
日
本
山
岳
会
へ
の
入
会
を
勧

め
、
さ
ら
に
一
般
登
山
な
ど
グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
に
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

　

支
部
活
性
化
（
神
崎
忠
男
副
会
長
）

　

活
性
化
と
い
う
よ
り
、
当
面
は
支
部

づ
く
り
だ
。
東
京
多
摩
支
部
が
全
国　
２９

番
目
の
支
部
と
し
て
発
足
し
た
。
続
い

て
埼
玉
支
部
が
設
立
さ
れ
る
。
四
国
で

も
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
群
馬
で
も
動

い
て
い
る
。
ひ
と
り
で
も
多
く
の
会
員

が
支
部
活
動
に
参
画
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
指
し
、
ま
た
支
部
で
会
員
を　

�
１０

増
や
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
思
っ
て
い

る
。
全
国
支
部
会
員
は
３
２
０
０
人
な

の
で
３
２
０
人
が
増
え
る
勘
定
だ
。
支

部
で
会
員
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
、
ク
ラ

ブ
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

「
山
の
日
」制
定（
成
川
隆
顕
常
務
理
事
）

　

日
本
山
岳
協
会
、
日
本
山
岳
ガ
イ
ド

協
会
な
ど
と
「
山
の
日
」
制
定
運
動
を

共
同
で
進
め
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
い

ま
Ｐ
Ｒ
の
チ
ラ
シ
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
５
〜　

万
枚
の
数
の
チ
ラ
シ
を
各

１０

支
部
、
関
連
省
庁
・
団
体
等
に
配
布
し

た
い
。
活
字
媒
体
だ
け
で
な
く
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
も
立
ち
上
げ
る
。
登
山
を

奨
励
す
る
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
を
展

開
し
た
い
。

■
収
支
予
算
案

当
期
収
支
３
９
８
万
円
の
赤
字
に

　
　

年
度
は
厳
し
い
予
算
を
組
ま
ざ
る

２２
を
得
な
か
っ
た
。
会
費
・
入
会
金
収
入

は
、
前
年
度
比
１
９
７
万
円
減
の
５
９

７
２
万
円
。
事
業
収
入
は
同
１
９
０
万

円
減
の
４
６
０
万
円
で
、
事
業
活
動
収

入
合
計
は
同
４
４
９
万
円
減
の
６
６
８

４
万
円
。
当
期
収
支
は
予
算
の
段
階
か

ら
３
９
８
万
円
の
赤
字
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。

　

削
れ
る
も
の
は
、
ど
ん
ど
ん
削
っ
た
。

管
理
費
は
前
年
度
に
比
べ
３
６
９
万
円

の
増
加
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
修
繕
費

に
３
０
０
万
円
計
上
し
た
た
め
だ
。
ル

ー
ム
２
０
１
号
室
を
３
０
０
万
円
か
け

て
元
に
戻
し
て
撤
去
、
翌
年
度
か
ら
年

間
３
２
４
万
円
の
賃
貸
料
を
節
約
す
る
。

４
つ
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

は
事
実
上
ゼ
ロ
と
し
た
。
な
ん
と
か
し

た
か
っ
た
が
、
で
き
な
か
っ
た
。

　

対
応
策
と
し
て
、
①
会
費
を
値
上
げ

す
る
、
②
寄
付
金
を
募
る
、
③
基
金
・

積
立
金
を
崩
す
、
で
ま
か
な
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
が
、
値
上
げ
す
る
よ
う
な

情
勢
で
は
な
い
。
基
金
・
積
立
金
の
取

り
崩
し
に
つ
い
て
は
、
ル
ー
ル
が
決
ま

っ
て
い
な
い
。
６
月
に
開
く　

年
度
第

２２

１
回
総
会
ま
で
に
ル
ー
ル
を
決
め
て
諮

り
た
い
。

■
質
疑
・
応
答

基
金
取
り
崩
し
て
の
補
正
も

　

質
疑
・
意
見
表
明
が
相
次
い
だ
。
尾

上
議
長
は
出
席
者
に
対
し
再
三
再
四
、

質
問
す
る
よ
う
促
し
た
。
出
席
者
も
、

こ
れ
に
応
え
、
会
の
財
政
に
対
す
る
真

剣
な
議
論
が
続
い
た
。
質
疑
応
答
の
な

か
で
、
基
金
・
積
立
金
を
取
り
崩
す
な

ど
、
財
源
を
捻
出
し
て
の
補
正
を
次
の

総
会
に
出
す
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

有
元
利
通
会
員
（
９
７
０
３
）
支
部

の
な
か
に
一
般
法
人
と
し
て
登
録
し
た

と
い
う
話
が
あ
る
が
、
本
当
か
。

　

藤
本
副
会
長　

法
人
改
革
が
進
む
な

か
で
、
支
部
と
い
う
立
場
が
不
明
瞭
だ
。

新
し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
ど
う
な
る
の

か
。
し
か
し
、
支
部
が
独
自
で
動
く
と

い
う
よ
う
な
話
は
、
本
部
と
し
て
関
知

し
て
い
な
い
し
、
情
報
も
得
て
い
な
い
。

支
部
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
き
た
い
。

　

臼
木
博
信
会
員
（
１
２
４
１
６
）
事

業
計
画
の
半
分
く
ら
い
は
落
と
さ
な
い

と
ダ
メ
で
は
な
い
の
か
。
支
出
を
と
も

な
う
も
の
は
、
早
急
に
削
る
べ
き
だ
。

　

富
澤
克
禮
会
員
（
１
２
４
２
５
）
自

然
保
護
委
に
所
属
し
て
い
る
。
全
体
に

減
っ
て
い
る
な
か
で
、
調
査
研
究
費
が

　

万
円
増
え
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
委

６６員
会
に
は
、
い
つ
細
目
が
知
ら
さ
れ
る

の
か
。

　

岡
部
常
務
理
事　

調
査
研
究
費
の
増

加
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
改
善
な
ど
に

必
要
な
経
費
。
自
然
保
護
委
の
予
算
は

ば
っ
さ
り
削
っ
た
。
全
国
集
会
の
旅
費

も
ゼ
ロ
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
会
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山岳会再生プロジェクトの推進
�法人改革対応検討プロジェクト
①　２００９年度に実施した各種作業を「中間報告」として理事会に提

出した。
②　中間報告に基づき、理事会で「公益法人」「一般法人」「一般法

人を経由して公益法人」の三つの選択肢について検討する。
③　会員に対して各選択肢のメリット、デメリットを提示して、各

自の検討を促す。
④　５月に予想される公益認定等委員会の新たなガイドラインを

再度検討して対応を討議する。
⑤　２０１０年度内で十分な検討を行ない、２０１１年度の総会に日本山岳

会としての方向を提案する。
�JAC�YOUTHプロジェクト
　①　若い会員の入会促進を図る。
　②　学校山岳部の部員のスキルアップを図る。
　③　JACの将来を担うリーダーの育成。　
　④　非会員の若い人達を対象とした各種の机上講習会や登山講習会

の実施。　
　⑤　地方支部の若い会員や若い登山家（非会員）を対象とした登山

研修会の支援と実施。
　⑥　優れた海外登山の実施。
�支部活性化プロジェクト
①　未組織地域の支部化。平等、公平性など格差の是正。
②　支部現状の把握。アンケ－トなど情報の整理。情報の共有。
③　支部運営、活動の活性化への協力、支部活性化事業の開催と支援。
④　会員参画の強化、会員サ－ビス、社会貢献など公益、共益活動

の調整。
⑤　本部と支部の連携、支部の役割など効果的な運営体制の確立。

�「山の日」制定プロジェクト
①　会員への周知徹底と３０支部との連携強化。
②　日山協、労山など山岳団体との連携＝（仮）連絡協議会の設置、

運営。⇒実行委員会設置。
③　ＰＲチラシづくり。国民運動としての広がりへ向けて広報活動。
④　関連省庁、自治体、団体、企業、メディアなどへの働きかけ、

参加・協賛要請。
⑤　イベント企画・実施。インターネット（ホームページ）の立ち

上げ、運営・管理。

１． 公益目的事業
（１）登山に関する文化・学術の振興事業
４月～１１月 ミニ水力発電装置運用（山研）
４月～１月 海外登山クロニクル４回開催（海外）
５月 『Japanese Alpine News』 Vol.１１の発行（英文ジャーナル）
５月 『山岳』１０５年（２０１０年）の発行（山岳編集）
６月５日～６日 ウェストン祭（信濃）
１０月 第１４回全国山岳博物館等連絡会議（資料映像）
１２月 第１２回秩父宮記念山岳賞
通年 会報『山』７７９号～７９０号の発行（会報）
通年 図書館の整備・研究（図書管理・図書）
通年 登山資料・山岳絵画の整備（資料映像）
随時 図書の閲覧、貸し出し（北海道）

（２）児童・青少年の育成事業
４月～１０月 登山教室（京都）
５月 JAC会員と一緒に登ろう（山形）
７月１９日 青少年体験登山（東九州）
７月下旬～８月上旬 第１１回自然児学校（北海道）
８月 上高地ボランティア活動（自然保護）
８月 子供登山教室（宮崎）
８月中旬 サマーキャンプ（広島）
９月 JAC会員とエコ登山（山形）
１２月 冬山気象講習会（JAC－YOUTH・指導）
１２月 救急救命講習会（JAC－YOUTH・指導）

（社）日本山岳会　平成２２年度事業計画（主な事業）
平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日
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通年 高尾の森づくり（自然保護）
通年 猿投の森づくり活動と調査活動（東海）
年３回 支笏湖復興森づくり事業（北海道）

（６）国際交流事業
５月１４日～２０日 日中韓学生交流登山（学生）

（７）その他目的を達成するための事業
山岳遭難の予防と対策に関する関係団体との協議
国内関係団体（日本山岳協会、東京都山岳連盟、日本ネパール協会、
日本ヒマラヤ協会、日本勤労者山岳連盟、日本山岳ガイド協会、日本
ヒマラヤン・アドベンチャー・トラスト、日本山岳文化学会）との連携
海外登山団体との情報交換および機関誌の交換等
国内博物館・美術館との提携
「上高地山岳研究所」の運用
登山記録等の保存・整備

２．共益事業（会員のための事業）
（１）登山、集会、施設の運用等
４月 学生部所属大学山岳部新入部員歓迎会（学生）
４月･１１月 歴代会長講演会（資料映像）
５月 第４０回山岳図書を語る夕べ（図書）
５月１日～５日 劔岳春山合宿（京都）
５月２２日～２７日 熊野古道（集会）
６月 海外トレッキング（モンゴルでの森）（東海）
６月５日～６日 新入会員のための徳本峠越えとウェストン祭（山研）
６月７日 ５０周年鶴見岳記念山行（東九州）
６月１２日～１４日 残雪の岩手山（集会）
６月１９日・随時 土曜懇話会（集会）
７月 第１９回山を語る（図書）
７月 クライミング集会（学生）
７月 支部創立２５周年記念事業（宮崎）
７月１０日～１９日 欧州アルプス（集会）
８月６日～８日 南アルプス（集会）
８月１０日～２０日 ロッキー山脈（集会）
９月 ５支部合同懇親山行（石川）
９月 北アルプス集中登山（集会）
９月２２日～２６日 槍ヶ岳集中登山（北九州）
１０月 新入会員オリエンテーション（総務）
１０月１６日～１７日 紅葉山行（集会）
１１月 第３９回山岳史懇談会（図書）
１１月 学生部所属大学山岳部マラソン大会（学生）
１１月 九州５支部集会（熊本）
１２月４日 平成２２年度年次晩餐会（総務）
１２月５日 晩餐会記念山行（集会）
１月 第４１回山岳図書を語る夕べ（図書）
２月 アイスクライミング集会（学生）
２月 ３支部合同懇親会（栃・茨・千）（栃木）
３月 第２８回図書交換会（図書）
通年 インターネットホームページの運営（インターネット）
通年 支部創立５０周年記念５０山ラリー実施（東海）
隔月 機関誌『木の目草の芽』の刊行（自然保護）

（２）海外登山等

（３）会議等
通常総会の開催（６月１２日・平成２３年３月）
支部活性化プロジェクト推進
法人改革対応検討プロジェクト推進
JAC－YOUTHプロジェクトの推進
「山の日」制定プロジェクトの推進
理事会の開催（１１回）
常務理事会の開催（１１回）
支部長会議（５月・９月・１２月）
支部事務局担当者会議の開催（２月）
評議員会の開催（随時）
同好会・同期会連絡会議（６月）

１月 BC雪崩講習会（指導）
１月 雪山入門講習会（雲取山）（指導）
２月 BC講習会（指導）
３月 雪山実践講習会（八ヶ岳）（指導）
年３回 宮崎家庭裁判所少年委託登山（宮崎）
随時 大学生の指導・育成（広島）
随時 東海学生山岳連盟への支援活動（東海）
通年 関西の学生組織設立（京都）
（３）スポーツ及び登山に関する教育・啓蒙事業
５月２２日～２３日 奥会津の豪雪地形観察と蒲生岳登山　（科学）
５月２９日～３０日 白山開山泰澄祭（福井）
５月上旬 第２５回播隆祭の開催（富山）
６月･９月 登山教室（第４回・第５回）（熊本）
６月１２日～１３日 「今西レリーフを守る会」講演会（京都）
７月１０日 第６回山の博覧会（山梨）
７月１５日 講演会「夏山の気象」（科学）
７月２５日 高頭祭・新潟県登山祭・弥彦松明登山祭事業（越後）
７月上旬 気象講座（岩手）
７月･９月･１１月 楽しい登山研修会（第１回～第３回）（熊本）
９月下旬 藤木祭（関西）
９月２５日 シンポジウム「静岡県の山」（静岡）
１０月 ヒマラヤ登山の報告会（栃木）
１０月 第３回九州脊梁山脈縦走登山（熊本）
１１月 第２６回宮崎ウエストン祭（宮崎）
１１月６日 支部５０周年記念講演会（東九州）
１１月１４日 第１７回視覚障害者支援登山（東九州）
１２月 写真展（岐阜）
１月 「岳人のつどい」講演会（福岡）
２月 海外登山助成金の交付
２月 シンポジウム「山を楽しくする科学」（科学）
年４回 登山教室（東海）
年２回 視覚障害者支援登山（東海）
随時 オホーツク分水嶺踏査（北海道）
通年 陀羅仏小屋の一般開放（京都）
通年 分水嶺踏査（千葉）
通年 山梨二百山選定・踏査（山梨）
通年 近畿分水嶺踏査（関西）

（４）事故防止事業
２月 積雪期登山講習会（京都）
５月８日～９日 第３０回登山医学シンポジウム（医療）
５月・１２月～１月 登山者のための天気予報
１１月 県警救助隊講演会（指導）
１２月 救急救命講習会（京都）
年１回 セルフレスキュー講座（関西）
随時 高所医学の最新文献を紹介（医療）

（５）山岳環境保全事業
４月～１２月 権現の森林づくり（岐阜）
６月１２日～１３日 自然保護全国集会（自然保護・福岡）
６月１３日～１４日 研修ツアー（霞ヶ浦）（自然保護）
６月 自然観察会（山形）
６月 宮崎支部水源の森育林作業（宮崎）
６月･９月 白神山地ブナ林再生事業（青森）
７月 奥日光清掃登山「山の日」事業（栃木）
７月 自然観察会（石川）
７月 宮崎支部水源の森育林作業（宮崎）
９月 猛禽類の森づくり（山形）
９月 那須岳周辺清掃（栃木）
９月上旬・３月 自然観察会（茨城）
１０月 自然観察会（千葉）
１０月３０日～３１日 森の勉強会（京都）
１１月 森林保全巡視登山（熊本）
１２月 清掃登山（宮崎）
２月 宮崎支部水源の森育林作業（宮崎）
３月２７日 英彦山の清掃登山（北九州）
４月～１１月 CBD－COP１０　パートナーシップ事業（東海）
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増　減前年度予算額平成２２年度予算額科　目
Ⅰ　事業活動収支の部
　１．事業活動収入
　　　　基本財産運用収入

０１５,０００１５,０００　　　　基本財産利息収入
０　　　会費・入会金収入

�２００,０００２,２００,０００２,０００,０００　　　　入会金収入
�１,６７２,０００５９,３００,０００５７,６２８,０００　　　　通常会費収入
�１００,０００２００,０００１００,０００　　　　終身会費収入
�１,９７２,０００６１,７００,０００５９,７２８,０００　　　会費・入会金収入計

０　　　事業収入
�８００,０００２,３００,０００１,５００,０００　　　　広告料収入

０００　　　　印税収入
０２００,０００２００,０００　　　　刊行物売上収入

�３００,０００２,０００,０００１,７００,０００　　　　山研使用料収入
�８００,０００２,０００,０００１,２００,０００　　　　その他事業収入
�-１,９００,０００６,５００,０００４,６００,０００　　　　　　　事業収入計

０　　　補助金等収入
�５００,０００１,５００,０００１,０００,０００　　　　補助金収入

０　　　寄付金収入
０００　　　　寄付金収入
０　　　雑収入

�２０,０００３２０,０００３００,０００　　　　受取利息
�１００,０００１,３００,０００１,２００,０００　　　　雑収入
�１２０,０００１,６２０,０００１,５００,０００　　　　　　　　雑収入計
�４,４９２,０００７１,３３５,０００６６,８４３,０００　　　　　事業活動収入計

平成２２年度　収支予算書
平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日まで

増　減前年度予算額平成２２年度予算額科　目
Ⅱ　投資活動収支の部

０　投資活動支出
０　　特定預金支出
０２００,０００２００,０００　　　終身会費積立金支出
０１００,０００１００,０００　　　退職給与引当預金支出
０３００,０００３００,０００　　　　　投資活動支出計
０３００,０００３００,０００　　　　投資活動収支差額

Ⅲ　予備費支出
�１,５００,０００２,０００,０００５００,０００　　　予備費
�２,０３２,０００�１,９４８,０００�３,９８０,０００　　　　当期収支差額
�７０８,４７７７,１６５,２８３６,４５６,８０６　　　　前期繰越収支差額
�２,７４０,４７７５,２１７,２８３２,４７６,８０６　　　　次期繰越収支差額

増　減前年度予算額平成２２年度予算額科　目
　２．事業活動支出
　　　事業費

�５００,０００１０,９００,０００１０,４００,０００　　　　出版事業費
�１２０,０００３００,０００１８０,０００　　　　図書管理事業費
６６０,０００１,７００,０００２,３６０,０００　　　　調査研究事業費
�３０,０００４３０,０００４００,０００　　　　指導研究事業費

�３,０００,０００１１,０００,０００８,０００,０００　　　　支部事業費
０１５０,０００１５０,０００　　　　海外事業費

�８２０,０００１,８２０,０００１,０００,０００　　　　山岳研究所事業費
�５７０,０００３,０７０,０００２,５００,０００　　　　山岳研究所管理費
�７０,０００１５０,０００８０,０００　　　　ミニ水力発電運営費

０１,５００,０００１,５００,０００　　　　海外登山補助費
０９,０００,０００９,０００,０００　　　　その他事業費
０５００,０００５００,０００　　　　印刷・製本費

�２００,０００４,２００,０００４,０００,０００　　　　刊行物発送費
�４,６５０,０００４４,７２０,０００４０,０７０,０００　　　　　　　　事業費計

０　　　管理費
５００,０００１２,０００,０００１２,５００,０００　　　　給料手当

０１００,０００１００,０００　　　　文具消耗品費
�５０,０００１,２５０,０００１,２００,０００　　　　印刷・製本費

０７００,０００７００,０００　　　　旅費交通費
０６５０,０００６５０,０００　　　　通信運搬費
０１８３,０００１８３,０００　　　　火災保険料

２,９４０,０００６０,０００３,０００,０００　　　　修繕費
３００,０００５８０,０００８８０,０００　　　　租税公課

０６２０,０００６２０,０００　　　　光熱水道料費
０３００,０００３００,０００　　　　電話料
０１００,０００１００,０００　　　　会議費
０３００,０００３００,０００　　　　什器備品費
０６５０,０００６５０,０００　　　　振替手数料
０１,６００,０００１,６００,０００　　　　福利厚生費
０１,５００,０００１,５００,０００　　　　事務所管理費
０１,８００,０００１,８００,０００　　　　その他管理費
０３０,０００３０,０００　　　　負担金
０３,２４０,０００３,２４０,０００　　　　賃借料
０６００,０００６００,０００　　　　雑費

３,６９０,０００２６,２６３,０００２９,９５３,０００　　　　　　　　管理費計
�９６０,０００７０,９８３,０００７０,０２３,０００　　　　　事業活動支出計
�３,５３２,０００３５２,０００-３,１８０,０００　　　　事業活動収支差額

終
身
会
費
積
立
金
１
０
４
２
万
円
、
海

外
登
山
基
金
５
８
８
０
万
円
、
遭
難
防

止
事
業
基
金
１
０
０
０
万
円
な
ど
だ
。

　

尾
上
会
長　

取
り
崩
せ
る
も
の
と
、

そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
崩
せ
る
も

の
が
あ
れ
ば
活
用
し
た
い
と
い
う
意
見

と
解
釈
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

和
田
会
員　

基
金
・
積
立
金
を
取
り

崩
す
と
い
う
話
に
は
大
賛
成
だ
。
必
要

な
時
期
に
使
う
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。

若
い
人
を
入
れ
よ
う
と
い
う
の
に
、
お

金
を
出
せ
な
い
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い
。

　

尾
上
会
長　

費
用
対
効
果
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
財
務
委
と

も
意
見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

村
井
龍
一
会
員
（
５
０
９
１
）　
「
入

る
を
量
り
て
、
出
ず
る
を
制
す
」
が
会

の
基
本
原
則
だ
っ
た
と
、
会
長
に
は
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

尾
上
会
長　

決
定
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
時
期
も
い
つ
か
分
か
ら
な
い

が
、
補
正
予
算
と
い
う
よ
う
な
形
で
、

４
つ
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
予
算
を

つ
け
、
会
を
再
生
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　

篠
崎
仁
会
員
（
７
３
４
３
）
終
身
会

員
積
立
金
は
、
該
当
会
員
が
亡
く
な
っ

た
時
に
取
り
崩
す
性
格
の
も
の
だ
。
こ

の
へ
ん
か
ら
手
を
つ
け
て
い
い
の
で
は
。２００２年を境にして退会者が入会者を上回ってきた
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大
学
山
岳
部
の
灯
が
消
え
か
け
て
い

る
。
Ｏ
Ｂ
と
基
金
、
山
小
屋
は
残
っ
た

が
、
山
岳
部
は
消
滅
状
態
だ
。
新
人
が

入
っ
て
も
指
導
者
が
い
な
い
。　

歳
か

２０

ら　

歳
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
が
急
務
と

３０
な
っ
た
。

　

指
導
委
員
会
で
は
、
４
期
目
の
バ
ッ

ク
カ
ン
ト
リ
ー
講
習
会
を
終
了
さ
せ
た
。

講
習
修
了
生
は　

人
に
な
っ
た
。
雪
山

７０

で
の
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
技
術
が
中
心

だ
が
、「
以
前
よ
り
慎
重
に
行
動
す
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
の
声
を
聞
く
。
そ
し

て
今
年
か
ら
雪
山
登
山
講
習
会
も
始
め

た
。　

歳
未
満
の
若
い
人
、
と
い
う
年

４０

齢
制
限
付
の
募
集
は
ほ
か
の
組
織
で
は

聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
賛
否
両
論
あ
る

と
は
思
う
が
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
養
成
が

目
的
で
あ
る
。
雪
山
登
山
入
門
机
上
講

習
と
３
回
の
実
地
講
習
だ
っ
た
。
２
月

の
雲
取
山
（
雲
取
山
荘
１
泊
）、
３
月
の

硫
黄
岳
（
赤
岳
鉱
泉
１
泊
）、
４
月
の
鳳

凰
三
山
（
テ
ン
ト
２
泊
）
で
行
な
っ
た
。

実
地
講
習
生
は
、
の
べ　

人
（
女
性　

２７

１５

人
、
男
性　

人
）、
そ
し
て
参
加
者
の
平

１２

均
年
齢
は
な
ん
と　

歳
で
あ
る
。
プ
ロ

３２

ガ
イ
ド
が
指
導
を
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
ス
タ

ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
た
。

　

初
回
の
雲
取
山
で
は
低
山
と
は
い
え
、

強
烈
な
冬
型
の
気
圧
配
置
と
な
り
出
だ

し
で
し
ご
か
れ
た
。
硫
黄
岳
と
鳳
凰
三

山
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い
雪

山
の
景
色
と
参
加
者
の
歓
声
が
印
象
に

残
っ
た
。
募
集
方
法
は
ネ
ッ
ト
と
雑
誌

告
知
。
ほ
と
ん
ど
が
ネ
ッ
ト
検
索
で
募

集
を
知
り
参
加
し
た
と
い
う
。
申
込
み

か
ら
最
終
案
内
ま
で
ネ
ッ
ト
上
で
完
結

し
て
い
る
の
で
、
仕
事
の
忙
し
い
参
加

者
に
も
好
評
だ
っ
た
。
彼
ら
は
、
北
ア

ル
プ
ス
の
夏
山
縦
走
程
度
の
経
験
は
あ

る
。
装
備
の
知
識
も
あ
り
、
若
者
ら
し

く
ウ
エ
ア
は
い
い
も
の
を
使
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
交
通
費
節
約
の
た
め
鈍
行
列

車
で
来
る
人
も
い
た
。

　

雲
取
山
は
講
習
生
７
人
と
松
原
尚
之

ガ
イ
ド
、
ほ
か
に
ス
タ
ッ
フ
６
人
。
歩

行
技
術
と
読
図
講
習
を
行
な
っ
た
。
硫

黄
岳
は
講
習
生　

人
と
松
原
、
奥
田
仁

１３

一
ガ
イ
ド
、
ほ
か
に
ス
タ
ッ
フ
２
人
で
、

ア
イ
ゼ
ン
歩
行
技
術
、
滑
落
停
止
、
雪

崩
ピ
ッ
ト
チ
ェ
ッ
ク
と
ビ
ー
コ
ン
捜
索

訓
練
。
鳳
凰
三
山
は
講
習
生
７
人
と
松

原
、
奥
田
ガ
イ
ド
と
ス
タ
ッ
フ
３
人
で
、

生
活
技
術
、
読
図
技
術
、
ビ
バ
ー
ク
技

術
と
ケ
ガ
人
搬
送
訓
練
を
行
な
っ
た
。

　

ア
イ
ゼ
ン
歩
行
は
、
山
慣
れ
し
て
い

る
せ
い
か
、
引
っ
か
け
て
転
ぶ
人
は
い

な
か
っ
た
。
体
力
も
申
し
分
な
い
。
雪

崩
ビ
ー
コ
ン
捜
索
訓
練
は
真
剣
だ
っ
た
。

仲
間
が
埋
め
ら
れ
た
と
想
定
し
、
経
過

時
間
を
告
げ
、
生
存
限
界
が
近
づ
い
て

く
る
の
で
必
死
だ
。
ケ
ガ
人
搬
出
訓
練

は
、
ザ
ッ
ク
や
ツ
ェ
ル
ト
な
ど
持
っ
て

い
る
装
備
だ
け
を
応
用
し
て
背
負
子
や

ソ
リ
を
つ
く
り
、
遭
難
救
助
経
験
の
豊

富
な
登
山
ガ
イ
ド
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

実
用
的
な
技
術
を
教
わ
っ
た
。
一
番
勉

強
に
な
っ
た
の
は
雪
山
テ
ン
ト
生
活
だ

ろ
う
。
雪
上
幕
営
、
濡
れ
な
い
工
夫
、

水
作
り
の
大
変
さ
、
狭
い
テ
ン
ト
内
の

整
理
整
頓
、
夜
の
寒
さ
な
ど
、
初
め
て

の
こ
と
ば
か
り
で
新
鮮
だ
っ
た
に
違
い

な
い
。

　

山
小
屋
や
テ
ン
ト
生
活
は
楽
し
か
っ

た
。
膝
を
つ
き
合
わ
せ
る
よ
う
な
狭
い

場
所
で
、
ガ
イ
ド
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
ヒ

マ
ラ
ヤ
を
は
じ
め
各
地
の
山
の
話
を
直

接
聞
け
た
の
も
よ
か
っ
た
。
講
習
生
に

ユ
ニ
ー
ク
な
経
歴
の
人
も
い
て
自
己
紹

介
も
楽
し
い
。
興
味
や
悩
み
も
聞
く
こ

と
も
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
い
い
登
山

を
し
て
も
ら
い
た
い
と
心
か
ら
思
う
。

　

山
に
若
者
が
も
ど
っ
て
き
た
と
い
う
。

し
か
も
大
量
に
。
富
士
山　

万
人
、
高

４０

尾
山
２
５
０
万
人
は
記
録
的
な
数
字
で

あ
る
。　

歳
か
ら　

歳
は
、「
ロ
ス
ト
ジ

２６

４０

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
言
わ
れ
る
就
職

氷
河
期
を
経
験
し
た
世
代
で
、
そ
の
後

も
不
況
で
楽
で
は
な
い
。「
バ
ブ
ル
経

済
」
世
代
の
よ
う
な
浮
か
れ
た
気
質
は

な
い
。
彼
ら
が
夏
山
に
も
ど
っ
て
き
て
、

さ
ら
に
雪
山
も
積
極
的
に
体
験
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
少
数
で
参
加
し
て
、
技

術
を
学
び
、
友
人
た
ち
に
伝
え
よ
う
と

し
て
い
る
の
だ
。
い
よ
い
よ
今
年
度
か

ら
Ｊ
Ａ
Ｃ
�
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
が
始
ま
る
。

す
で
に
下
地
は
で
き
て
い
る
。
き
っ
と

成
功
す
る
だ
ろ
う
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

雪
山
に
も
若
者
た
ち
が
も
ど
っ
て
き
た

古
野　
淳

八ヶ岳で雪山技術を学ぶ講習生たち
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１
９
７
０
年
、
大
阪
・
千
里
で
日
本

万
国
博
覧
会
が
開
か
れ
た
。
日
本
が
高

度
経
済
成
長
に
邁
進
す
る
な
か
、
６
４

０
０
万
人
の
来
場
者
で
大
変
な
賑
わ
い

を
み
せ
た
。
そ
の
会
場
の
跡
地
に
国
立

民
族
学
博
物
館
が
設
立
さ
れ
、
現
在
も

多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
ど
国
立
民
族
学
博
物
館
に
ち

な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
が
、
４
月
か
ら
５
月

に
か
け
て
開
催
さ
れ
る
。ひ
と
つ
は「
梅

棹
忠
夫
・
山
と
探
検
文
学
賞
」
協
賛
に

よ
る
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
「
民
族
学
者

と
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
南
極
」
と
題
し
た
映
画

会
で
あ
る
。

　

国
立
民
族
学
博
物
館
の
生
み
の
親
で

あ
り
、
長
年
、
館
長
を
務
め
ら
れ
た
梅

棹
忠
夫
さ
ん
は
、
今
年　

歳
の
卒
寿
を

９０

迎
え
ら
れ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

基
本
に
独
自
の
文
明
論
を
展
開
し
、
山

や
学
術
探
検
に
多
く
の
足
跡
を
残
し
て

き
た
。
現
在
も
未
知
へ
の
探
求
（
デ
ジ

デ
リ
ア
ム
・
イ
ン
コ
グ
ニ
チ
）
の
大
切

さ
を
強
調
す
る
。
そ
う
し
た
梅
棹
さ
ん

の
業
績
を
顕
彰
し
、
山
や
探
検
に
関
連

す
る
著
作
を
対
象
に
し
た「
梅
棹
忠
夫
・

山
と
探
検
文
学
賞
」
が
創
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

協
賛
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
は
、
長
野
市
の
平
安
堂
書
店
で
、
内

外
か
ら
２
０
０
冊
の
書
籍
を
集
め
、「
山

岳
」「
大
地
」「
砂
漠
」「
極
地
」「
宇
宙
」

な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
て
、
５
月
８

日
か
ら
１
カ
月
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ

る
。
あ
わ
せ
て
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
開
催

さ
れ
る
。

　

第
１
回
（
５
月
８
日
）
は
「
人
類
の

行
く
末
」と
題
し
て
、
関
野
吉
晴
氏（
探

検
家
・
医
師
）
と
江
本
嘉
伸
氏
（
地
平

線
会
議
）。
第
２
回
（　

日
）
は
「
梅
棹

１５

忠
夫
の
山
と
探
検
と
学
問
」
と
題
し
て
、

石
毛
直
道
氏
（
元
国
立
民
族
学
博
物
館

長
）
と
小
山
修
三
氏
（
国
立
民
族
学
博

物
館
名
誉
教
授
）。
第
３
回
（　

日
）
は

２２

「
垂
直
の
記
憶
」
と
題
し
て
、
沢
木
耕

太
郎
氏
（
作
家
）
と
山
野
井
泰
史
氏

（
登
山
家
）。
第
４
回
（　

日
）
は
「
水

２９

平
の
彼
方
」
と
題
し
て
、
白
石
康
次
郎

氏
（
海
洋
冒
険
家
）
と
山
崎
哲
秀
氏

（
極
地
探
検
家
）
が
当
た
る
。
各
回
と

も　

時
か
ら
、
ウ
エ
ス
ト
・
プ
ラ
ザ
５

１５
階
（
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
前
）
で
。
１
回
券
１

０
０
０
円
、
４
回
券
３
０
０
０
円
。

　

一
方
、「
民
族
学
者
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
南

極
」
は
、
昭
和　

年
代
の
記
録
映
画
を

３０

４
回
に
わ
た
っ
て
再
上
映
し
よ
う
と
い

う
も
の
。
万
博
に
先
だ
つ
こ
の
時
代
に
、

劇
場
用
の
記
録
映
画
は
、
日
本
人
の
目

を
海
外
に
向
け
さ
せ
た
。
多
く
の
映
画

が
文
部
省
特
選
と
な
り
、
学
生
た
ち
も

課
外
授
業
で
こ
れ
ら
を
鑑
賞
し
た
た
め
、

人
類
学
と
い
う
新
し
い
学
問
が
普
及
す

る
の
に
大
き
く
役
立
っ
た
。

　

上
映
さ
れ
る
の
は
、４
月　

日『
マ
ナ

２４

ス
ル
に
立
つ
』（
１
９
５
６
年
）、５
月
１

日
『
カ
ラ
コ
ル
ム
』（
１
９
５
６
年
）、
８

日
『
花
嫁
の
峰
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
』（
１
９
５

９
年
）、
６
月
５
日『
南
極
大
陸
』（
１
９

６
７
年
）
の
４
本
。
話
題
を
呼
ん
だ
作

品
ば
か
り
だ
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
作
品

も
、
旧
制
京
都
一
中
か
ら
三
高
、
京
都

大
学
へ
と
進
ん
だ
同
世
代
の
３
名
（
登

山
家
で
あ
り
研
究
者
で
も
あ
る
今
西
錦

司
、
西
堀
栄
三
郎
、
桑
原
武
夫
）
に
関

係
し
て
い
る
。
そ
し
て
彼
ら
の
流
れ
を

継
承
し
て
い
る
の
が
、
梅
棹
さ
ん
だ
。

上
映
は
国
立
民
族
学
博
物
館
講
堂
で
、

　

時　

分
か
ら
。
映
画
会
の
み
無
料
。

１３

３０

　

今
回
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た

飯
田
卓（
国
立
民
族
学
博
物
館
准
教
授
）

さ
ん
は
、
最
近
の
時
代
背
景
を
次
の
よ

う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

「
近
年
、
若
い
人
た
ち
が
、
手
軽
に
な

っ
た
か
ら
か
、
海
外
旅
行
に
憧
れ
を
抱

か
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

困
難
だ
っ
た
時
代
の
こ
と
を
、
若
い
人

た
ち
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
る
の
か
、

こ
の
機
会
に
か
ぎ
ら
ず
何
度
も
問
い
直

し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
」

　

す
べ
て
が
可
視
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た

感
の
あ
る
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
未
知
へ

の
探
求
、
そ
の
文
化
の
継
承
が
必
要
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

カ
ル
チ
ャ
ー

万
博
か
ら　

年
、国
立
民
族
学
博
物
館
に

４０

ち
な
ん
だ
ふ
た
つ
の
イ
ベ
ン
ト

神
長
幹
雄
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玉
山
開
山
祭
と
玉
山
登
山
の
招
待
を
、

中
華
民
国
山
岳
協
会
と
玉
山
国
家
公
園

管
理
処
よ
り
受
け
、
日
本
山
岳
会
か
ら

　

名
が
参
加
し
た
。

１４
　

３
月
５
日
、
桃
園
中
正
国
際
空
港
に

着
く
と
、
陳
劉
茂
松
氏
と
林
哲
全
氏
ら

中
華
民
国
山
岳
協
会
の
方
々
が
出
迎
え

て
く
だ
さ
り
、
車
で
一
路
東
埔
村
を
目

指
す
。
夕
方
に
は
山
岳
地
帯
に
住
む
ブ

ヌ
ン
族
原
住
民
の
「
玉
山
―
布
農
祈
福

之
夜
」
と
い
う
祭
り
に
参
加
す
る
。
会

場
で
は
、
美
し
い
民
族
衣
装
を
身
に
ま

と
っ
た
人
た
ち
が
、
歌
や
踊
り
を
披
露
。

一
角
に
は
ブ
ヌ
ン
族
の
珍
し
い
料
理
が

並
べ
ら
れ
、
私
た
ち
は
パ
ー
テ
ィ
の
な

か
へ
自
然
と
溶
け
込
ん
で
い
っ
た
。

　

６
日
は
玉
山
開
山
祭
参
加
の
た
め
、

上
東
埔
へ
移
動
す
る
。
広
場
に
は
台
湾

の
各
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
登
山
関

係
者
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
外
国
人
招

待
者
の
な
か
に
吉
永
英
明
隊
長
の
姿
も

あ
っ
た
。
隊
長
は
、
同
時
通
訳
付
き
で

招
待
を
受
け
た
謝
意
と
、
日
華
山
岳
会

の
友
好
親
善
の
歴
史
的
経
緯
を
述
べ
た
。

式
典
の
最
後
に
は
、
玉
山
に
登
る
登
山

隊
の
ピ
ッ
ケ
ル
や
ス
ト
ッ
ク
を
集
め
て
、

安
全
祈
願
す
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
標
高
２
６
１
０
�

の 
塔  
塔  
加 
登
山
口
に
入
り
、
晴
れ
渡
っ

タ
ー 
タ 

カ

た
山
な
み
の
上
方
に
雪
を
い
た
だ
い
た

玉
山
を
見
た
。
昼
過
ぎ
に
は
、
林
哲
全

氏
を
先
頭
に
標
高
３
４
０
２
�
の
排
雲

山
荘
を
目
指
し
歩
き
だ
す
。
途
中
、
ニ

イ
タ
カ
ツ
ツ
ジ
、
紫
や
白
色
の
ス
ミ
レ
、

休
憩
場
所
に
ひ
ょ
っ
こ
り
現
わ
れ
た
画

眉
鳥
を
目
に
と
め
な
が
ら
、　

時
ご
ろ

１８

山
荘
に
着
く
。

　

７
日
４
時　

分
、
山
荘
を
出
発
す
る
。

４０

暗
闇
か
ら
朝
日
の
明
る
さ
に
変
わ
り
、

樹
林
帯
を
過
ぎ
る
と
崩
れ
や
す
い
岩
稜

帯
へ
出
た
。
上
方
に
ア
イ
ス
バ
ー
ン
の

上
に
雪
を
の
せ
た
斜
面
が
現
わ
れ
、
林

氏
に
従
い
雪
面
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
登

っ
て
い
く
。
玉
山
主
峰（
３
９
５
２
�
）

直
下
で
は
強
風
を
受
け
な
が
ら
も
、
８

時
ご
ろ
に
は
全
員
登
頂
し
た
。
頂
上
で

　

分
の
パ
ノ
ラ
マ
を
堪
能
し
た
後
、
下

２０山
開
始
。
雪
面
で
は
要
所
に
ロ
ー
プ
を

渡
し
確
保
し
て
も
ら
う
。
山
荘
か
ら
は
、

山
道
に
架
け
ら
れ
た　

個
の
木
橋
を
渡

８６

り
、
一
気
に
塔
塔
加
登
山
口
ま
で
下
山

す
る
。

　

８
日
、
台
北
へ
向
け
て
の
移
動
の
途

中
に
立
ち
寄
っ
た
「
新
高
登
山
口
」
の

苔
む
し
た
石
塔
を
見
て
、
富
士
山
よ
り

高
い
山
と
し
て
新
高
山
と
名
づ
け
、
登

山
道
を
開
拓
し
た
先
人
た
ち
の
足
跡
を

眼
下
の
林
の
中
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
。

　

そ
の
夜
の
日
華
親
善
交
流
会
で
は
、

神
崎
副
会
長
も
列
席
す
る
な
か
、
日
本

山
岳
会
百
周
年
の
お
り
来
日
さ
れ
た
、

理
事
長
の
謝
長
顯
氏
の
あ
い
さ
つ
が
あ

っ
た
。
私
た
ち
日
本
山
岳
会
登
山
隊
は
、

協
会
の
方
か
ら
一
人
ひ
と
り
玉
山
登
頂

証
明
書
を
授
与
さ
れ
た
。

　

今
回
の
登
山
で
、
中
華
民
国
山
岳
協

会
の
方
、
各
地
で
接
し
た
地
元
の
方
、

さ
ら
に
日
本
山
岳
会
の
同
行
の
方
々
に
、

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
感
謝
し

敬
意
を
表
し
た
い
。

�

�

会員の皆様のご意見、エッセイ、

俳句、短歌、詩などを掲載する

ページです。どしどしご投稿く

ださい。（紙面に限りがありま

すので、１点につき1000字程

度でお願いします） 

東西 
南北 

日
華
友
好
玉
山
開
山
祭
と

記
念
登
山

宮
川
美
知
子

強風のなか、全員登頂した玉山頂上で
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富
士
山
の
見
え
る
北
限
の
山
を
パ
ソ

コ
ン
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、

１
９
９
４
年
に
、
福
島
県
・ 
日  
山 
（
１

ひ 
や
ま

０
５
７
・
６
�
）、 
麓 
山
   

（
羽
山
）（
８
９

は 
や
ま

７
・
１
�
）
か
ら
南
南
西
方
向
に
遠
く
、

直
線
距
離
で
２
９
８
・
９
７
�
先
の
富

士
山
が
望
め
る
こ
と
が
わ
か
り
、
山
岳

展
望
愛
好
家
の
現
地
探
索
が
続
け
ら
れ

て
き
た
。

　

２
０
０
０
年
１
月　

日
、
よ
う
や
く

１０

福
島
県
・
郡
山
市
の
鈴
木
一
雄
氏
の　
３０

回
余
り
に
わ
た
る
挑
戦
に
よ
っ
て
、
日

山（
北
緯　

度　

分　

秒
）か
ら
撮
影
に

３７

３２

２３

成
功
、
北
限
の
山
と
し
て
実
証
さ
れ
た
。

　

ま
た　

年　

月　

日
、
阿
部
正
博
氏

００

１２

３０

が
麓
山
（
北
緯　

度　

分　

秒
）
か
ら

３７

３３

３５

の
撮
影
に
成
功
し
、
北
限
の
記
録
が
更

新（
日
山
は
直
線
距
離
で
約
１
�
遠
い
）

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
に
北
へ

約
９
�
の
花
塚
山
（
９
１
８
�
）
か
ら

も
見
え
る
可
能
性
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
弘
化
３
（
１
８
４
６
）
年
、

二
本
松
藩
・
郡
奉
行
職
に
あ
っ
た
下
河

辺
行
簡
は
、
文
政
８
（
１
８
２
５
）
年

　

月
２
日
に
、
高
大
師
山
か
ら
富
士
山

１０

を
認
め
た
と
記
し
、
紙
本
着
色
の
領
内

図
に
、　

カ
所
の
眺
望
地
か
ら
遠
望
し

１０

た
山
々
を
描
き
、
由
緒
の
追
書
き
を
添

え
て
『
二
本
松
領
全
図
附
安
多
々
良
并

高
大
師
山
ヨ
リ
眺
望
ノ
図
』
を
残
し
て

い
る
。

　

そ
の
追
書
の
一
文
、「
高
大
師
山
＝
現

在
地
元
記
名
は
高
太
石
山
（
８
４
７

�
）」
に
こ
う
あ
る
、

「
余　

若
年
之
頃　

御
領
中
全
図
を

仕
立
て　

諸
山
脈
之
地
を
選
び　

磁

石
を
立
て
方
角
を
定
め
け
る
に　

上

長
折
十
万
郷
に
如
く
は
な
し　

安
積

は
大
槻
村
ハ
ナ
レ
森
最
も
宜
し　

こ

の
ほ
か
名
倉
山　

日
山　

羽
山
も
宜

し
と
い
へ
ど
も　

山
木
屋
高
大
師
山

最
上
也　

御
領
分
中
に
こ
れ
無
し　

岩
城
相
馬
仙
台
�
海
上
一
瞬
に
見
ゆ

る　

日
山
も
海
辺
少
し
く
見
る
と
い

へ
ど
も　

山
と
山
と
の
間
よ
り
み
る

高
大
師
ハ
海
を
遮
る
山
一
ケ
所
も
こ

れ
無
く　

金
花
山
な
ど
も
っ
と
も
近

く
見
る　

北
に
湯
殿
山　

西
南
ニ
筑

波　

那
須　

日
光
山
見
る
又
そ
の
末

ニ
富
士
山
と
覚
し
き
山
雪
を
戴
き
白

妙
に
見
ゆ
る　

余
り
希
有
な
る
故
ニ

村
役
人
に
尋
け
る
に　

む
か
し
御
郡

代
渡
辺
岡
右
衛
門
様
御
廻
村
の
み
ぎ

り　

日
山
へ
御
登
山
の
砌　

富
士
山

と
御
定
め
な
さ
れ
候
旨　

仰
せ
聞
か

さ
れ
候
事
あ
れ
候
間　

こ
の
所
も
相

見
当
り
申
す
旨
申
し
聞
き
候
う
間　

い
と
珍
し
く
思
い
け
れ
バ　

日
本
之

名
山　

富
士　

筑
波　

湯
殿
山　

金

花
山
迄
一
時
二
眺
望
之
図
を
認
め
置

き
け
る
を　

渡
辺
竹
窓
先
生
の
需
ニ

応
じ
て　

こ
の
度
写
し
畢
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

　

眺
望
地
の
ひ
と
つ
の
「
上
長
折
十
万

郷
」
は
、
阿
武
隈
山
系
の
尾
根
道
に
沿

っ
て
点
在
す
る
小
さ
な
集
落
の
小
高
い

里
山
に
あ
る
。
安
達
太
良
山
を
背
景
に

二
本
松
藩
・
丹
羽
家
十
万
石
の
霞
ケ
城

が
望
ま
れ
、
山
麓
に
拡
が
る
十
万
石
の

領
内
が
一
望
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
十
万

郷
と
い
わ
れ
、
地
域
の
有
志
に
よ
っ
て

昭
和
３
（
１
９
２
８
）
年
に
建
立
さ
れ

た
二
本
松
藩
・
初
代
藩
主
「
光
重
公
展

望
之
処
」
の
碑
は
、
い
ま
に
伝
え
る
証

と
な
っ
て
い
る
。

北
限
の
富
士
山
展
望大

内
賢
治

『二本松領全図附安多々良并高大師山ヨリ眺望ノ図』より
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支
部
設
立　

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀

５０

会
は
、
平
成　

年　

月　

日
、
乳
頭
温

２１

１１

２８

泉
郷
・
鶴
の
湯
温
泉
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
宮
崎
副
会
長
は
じ
め
、
東
北
各

支
部
、
秋
田
支
部
会
員
等
、
総
勢　

名
４６

が
参
加
し
て
盛
会
に
行
な
わ
れ
た
。

　

式
典
会
場
は
、鶴
の
湯
温
泉
別
館「
山

の
宿
」
の
集
会
室
。
集
会
室
の
前
に
は

初
代
荒
巻
支
部
長
や
、
設
立
当
時
の
会

山
行
記
念
写
真
、
近
年
の
秋
田
支
部
活

動
（
訪
韓
・
訪
台
登
山
、
分
水
嶺
踏
査
）、

長
岩
名
誉
顧
問
の
「
焼
石
岳
の
自
然
」

等
の
写
真
が
賑
や
か
に
飾
ら
れ
た
。

　
　

時
、
式
典
は
今
野（
昌
）副
支
部
長

１４
の
司
会
で
始
ま
り
、
ま
ず
、
物
故
会
員

へ
の
黙
祷
が
行
な
わ
れ
た
。
佐
々
木
支

部
長
か
ら
は
、「
記
念
す
べ
き
設
立　

周
５０

年
を
迎
え
、
先
輩
諸
氏
の
ご
尽
力
に
感

謝
し
、
今
後
の
支
部
運
営
を
会
員
皆
さ

ん
の
ご
協
力
で
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ

と
を
祈
る
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
設
立
会
員
で
あ
る
保
坂
隆

司
、
進
藤
昭
、
長
岩
嘉
悦
、
安
藤
武
敏

の
４
名
の
秋
田
支
部
名
誉
顧
問
に
感
謝

を
込
め
て
、
支
部
か
ら
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
た
。
次
に
、
宮
崎
副
会
長
か
ら
祝

詞
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
公
益
法
人
に

移
行
す
る
た
め
の
諸
問
題
、
会
員
の
高

齢
化
、
若
年
者
の
加
入
、「
山
の
日
」
の

活
動
、
森
づ
く
り
、
支
部
の
活
性
化
等
、

日
本
山
岳
会
が
現
在
抱
え
て
い
る
問
題

点
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

休
憩
の
後
、
佐
々
木
支
部
長
の
進
行

で
、　

年
前
の
秋
田
支
部
設
立
の
経
緯
、

５０

当
時
の
県
登
山
界
の
様
子
等
を
話
題
に
、

名
誉
顧
問
の
座
談
会
が
行
な
わ
れ
た
。

ま
ず
、
保
坂
名
誉
顧
問
か
ら
、
昭
和　
３６

年
の
秋
田
国
体
に
登
山
競
技
を
招
致
す

る
た
め
に
は
な
ん
と
し
て
も
秋
田
支
部

設
立
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
、
荒
巻
初
代
支
部
長
と
共
に
設
立
に

向
け
て
行
動
を
起
こ
し
、
設
立
に
こ
ぎ

つ
け
た
こ
と
。
進
藤
名
誉
顧
問
は
、
戦

支
部 

だ
よ
り 

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。 

祝賀会でのカプセルオープンセレモニー

前
戦
後
の
登
山
の
様
子
、
当
時
の
装
備

な
ど
の
話
、
安
藤
名
誉
顧
問
か
ら
は
、

鳥
海
山
北
面
登
山
と
入
会
当
時
の
こ
と
、

近
年
の
「
鳥
海
山
の
日
」
の
事
な
ど
、

長
岩
名
誉
顧
問
は
、
焼
石
岳
に
初
め
て

県
体
育
大
会
を
誘
致
し
た
こ
と
、
国
体

や
県
体
と
の
か
か
わ
り
や
焼
石
岳
に
対

す
る
思
い
等
を
話
さ
れ
た
。

　

最
後
に　

周
年
以
降
入
会
し
た
会
員

４０

を
代
表
し
て
、
佐
々
木（
長
）会
員
か
ら
、

「
長
い
歴
史
の
あ
る
日
本
山
岳
会
秋
田

支
部
に
入
会
し
て
、
先
輩
諸
氏
の
お
話

を
聞
く
事
が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
会
の
発
展
に
協
力
を

し
て
ゆ
き
た
い
」
と
の
言
葉
で
式
典
は

終
了
し
た
。

　

諸
連
絡
の
後
、
記
念
撮
影
を
し
て
、

秋
田
支
部

設
立　

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

５０

祝
賀
会
場
へ
と
移
動
。
祝
賀
会
は
鶴
の

湯
温
泉
本
館
広
間
で　

時　

分
、
柴
田

１８

３０

委
員
の
司
会
で
行
な
わ
れ
た
。
今
野
副

支
部
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
東
北
各

支
部
を
代
表
し
て
、
佐
藤
山
形
支
部
長

か
ら
祝
詞
を
い
た
だ
き
き
、
保
坂
名
誉

顧
問
の
乾
杯
の
発
声
で
懇
親
会
が
始
ま

っ
た
。

　

鶴
の
湯
温
泉
経
営
者
の
佐
藤（
和
）会

員
の
歓
迎
の
言
葉
の
後
、
鎌
田
委
員
ら

に
よ
り
、　

周
年
時
に
太
平
山
・
前
岳

４０

に
埋
設
し
、
今
回
掘
り
起
こ
さ
れ
た
カ

プ
セ
ル
オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
。
支
部
長

と
進
藤
名
誉
顧
問
が
リ
ボ
ン
を
解
く
と
、

中
か
ら
支
部　

周
年
記
念
誌
や
手
拭
、

４０

会
員
名
簿
等
も
現
わ
れ
た
。
そ
し
て
、

　

通
の
封
書
が
そ
れ
ぞ
れ
投
函
し
た
会

２３員
に
手
渡
さ
れ
た
。
ど
ん
な
事
を
記
入

し
た
の
か
も
忘
れ
て
い
た
よ
う
で
、
懐

か
し
げ
に
見
入
っ
て
い
た
。
ひ
と
し
き

り
懇
談
が
続
い
た
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
地
元
の
正
調
生
保
内
節
な

ど
の
民
謡
と
手
踊
り
が
賑
や
か
に
披
露

さ
れ
た
。

　

祝
賀
会
は
、
東
北
各
支
部
か
ら
参
加

し
た
方
々
や
会
員
同
士
の
交
流
が
和
や

か
に
続
け
ら
れ
た
。
宴
は
、
長
岩
名
誉

顧
問
の
お
開
き
の
一
本
締
め
で
終
了
し

た
が
、
二
次
会
は
休
憩
室
で
延
々
と
続

い
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
裕
子
）



山　７７９－２０１０・４・２０（第三種郵便物認可）

■11

　

第　

回
「
森
の
勉
強
会
」
が
、　

年

１３

０９

　

月　

日
か
ら　

月
１
日
に
日
本
山
岳

１０

３１

１１

会
東
海
支
部
・
関
西
支
部
・
京
都
支
部

自
然
保
護
委
員
会
（
部
会
）
の
共
催
で
、

京
都
府
南
丹
市
美
山
町
の
芦
生
で
開
催

さ
れ
た
。
参
加
者
は　

名
（
日
帰
り
組
、

４０

講
師
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
含
む
）

で
、
森
の
勉
強
会
と
し
て
は
盛
況
で
あ

っ
た
。

　

伊
勢
の
神
宮
の
森
で
の
開
催
が
し
ば

ら
く
続
い
て
い
た
が
、
今
回
は
「
芦
生

演
習
林
」
と
い
う
こ
と
で
、
京
都
支
部

が
担
当
と
な
っ
た
。
宿
泊
の
関
係
で
、

定
員　

名
ま
で
し
か
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、

３６

参
加
を
お
断
り
し
た
方
に
は
お
詫
び
申

し
あ
げ
る
。

　

芦
生
演
習
林
は
、
温
暖
帯
落
葉
樹
林

帯
か
ら
冷
温
帯
落
葉
樹
林
帯
へ
移
行
す

る
地
域
に
あ
る
。
気
候
的
に
は
日
本
海

型
か
ら
太
平
洋
型
へ
の
移
行
帯
に
位
置

す
る
た
め
、
植
物
種
が
多
い
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
。
ヒ
ト
も
動
植
物
も
森
を

失
う
と
生
き
て
は
い
け
な
い
。
近
年
は
、

日
本
山
岳
会
の
各
地
の
森
づ
く
り
に
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
人
工
林
」「
里
山
」

「
奥
山
」
も
含
め
た
多
様
な
生
態
系
と

の
共
存
の
問
題
も
避
け
て
通
れ
な
い
。

知
ら
な
か
っ
た
反
省
か
ら
始
ま
っ
た
」

と
、
楽
し
く
お
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

翌
日
、
午
後
か
ら
天
気
が
崩
れ
る
と

の
予
報
で
早
目
に
出
発
。
自
然
観
察
コ

ー
ス
の
班
編
成
も
、
出
来
る
だ
け
所
属

の
組
織
の
方
が
同
じ
に
な
る
よ
う
に
し

た
。
参
加
者
を
３
班
に
分
け
、
同
じ
コ

ー
ス
を　

分
間
隔
で
出
発
。
長
治
谷
作

１０

業
所
ま
で
林
道
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
で

許
可
を
受
け
て
走
行
。
枕
谷
、
三
国
峠

に
上
が
り
稜
線
を
西
に
野
田
畑
峠
、
野

田
畑
谷
を
下
り
、
元
の
長
治
谷
作
業
所

に
戻
っ
た
。
芦
生
の
森
の
最
奥
コ
ー
ス

で
あ
る
。
正
午
か
ら
三
国
峠
を
野
田
畑

峠
手
前
に
行
く
稜
線
で
、
天
気
が
崩
れ

だ
し
た
。
多
様
な
自
然
が
残
る
と
い
わ

れ
る
芦
生
演
習
林
で
あ
っ
た
が
、
経
年

的
に
観
察
し
て
い
る
者
に
は
、
近
年
は

シ
カ
の
食
害
等
で
多
様
性
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
の
を
感
じ
た
。

　

尾
瀬
の
長
蔵
小
屋
の
平
野
紀
子
さ
ん

は
「
憧
れ
の
芦
生
の
森
は
素
晴
ら
し
か

っ
た
」
と
感
想
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

京
都
支
部
の
角
橋
通
弘
さ
ん
は
「
不
思

議
と
申
し
ま
す
か
、
偶
然
の
一
致
と
申

し
ま
す
か
、　

月
４
日
の
京
都
新
聞
夕

１１

刊
に
シ
カ
食
害
と
昆
虫
減
少
と
の
記
事

を
見
ま
し
た
。
新
聞
の
写
真
の
ご
と
く
、

三
国
峠
か
ら
野
田
畑
峠
、
野
田
畑
谷
は

落
ち
葉
だ
け
で
な
ん
の
緑
を
も
見
る
こ

　

ま
ず
、
日
本
最
初
の
森
林
生
態
学
者

の
四
手
井
綱
英
氏
の
門
下
で
、
戦
後
の

日
本
の
登
山
史
に
大
き
な
軌
跡
を
残
し

た
岩
坪
五
郎
京
都
大
学
名
誉
教
授
の

「
人
類
と
森
林
」
で
あ
る
。
Ｃ
Ｏ 
２
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
地
球
規
模
で
の
人
類

の
環
境
を
守
り
、
森
林
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
原
子
力
発
電
の
こ
と
も
含
め

て
話
さ
れ
、
辛
口
の
踏
み
込
ん
だ
内
容

で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
同
じ
く
門
下
の
渡
辺
弘
之

京
都
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
、
多
様
な

生
物
の
存
在
す
る
「
芦
生
の
自
然
誌
」

に
つ
い
て
で
あ
る
。
芦
生
原
生
林
の
歴

史
、
京
都
大
学
と
の
関
わ
り
、
現
状
な

ど
、
土
壌
生
物
も
含
め
て
多
彩
な
テ
ー

マ
で
、
多
く
の
ス
ラ
イ
ド
を
駆
使
さ
れ

た
。

　

座
学
は
、
朽
木
學
道
舎
師
家
の
�
高

転
石
師
に
よ
る
「
間
伐
更
新
と
天
然
更

新
」、「
デ
ィ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
林

業
」
で
、
地
元
に
暮
ら
す
人
な
ら
で
は

の
実
践
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。

　

次
に
東
海
支
部
副
支
部
長
・
猿
投
の

森
づ
く
り
の
会
代
表
の
橋
村
一
豊
氏
は
、

１
９
９
９
年
か
ら
開
催
さ
れ
た
「
森
の

勉
強
会
小
史
」
を
概
説
し
た
。
芦
生
か

ら
始
ま
り
、
白
山
、
伊
勢
の
神
宮
の
森
、

ボ
ル
ネ
オ
の
熱
帯
雨
林
、
愛
知
県
民
の

森
と
、「
じ
つ
は
山
屋
が
森
の
事
を
何
も

と
が
な
か
っ
た
で
す
。
地
球
温
暖
化
の

間
接
的
影
響
か
、
と
記
事
に
さ
れ
て
い

ま
し
た
こ
と
、
実
感
し
た
次
第
で
す
」

と
、
今
回
の
芦
生
の
自
然
観
察
会
の
感

想
述
べ
て
お
ら
れ
た
。

　

次
回
の
「
第　

回
森
の
勉
強
会
」
は
、

１４

関
西
支
部
担
当
で
伊
勢
の
神
宮
の
森
で

開
催
予
定
で
あ
る
。

（
伊
原
哲
士
）

　

福
岡
支
部
で
は
、
恒
例
の
新
年
会
を

兼
ね
て
、
２
０
１
０
年
１
月　

日
、「
岳

２３

人
の
つ
ど
い
」
を
福
岡
市
中
央
区
天
神

の
平
和
楼
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
一
昨
年

ま
で
は
支
部
会
員
を
対
象
に
し
た
集
ま

り
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
か
ら
他
支
部
や

他
山
岳
団
体
、
一
般
の
登
山
愛
好
者
に

も
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
た
結
果
、
出

席
者
も
大
幅
に
増
加
、
今
年
は　

名
が

７５

集
ま
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
取
材
も
行

な
わ
れ
た
。

　

当
日
は　

時
に
開
会
。
副
島
勝
人
支

１５

部
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
斉
藤
篤
司
氏

（
九
州
大
学
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
准
教

授
）
に
よ
る
「
山
で
バ
テ
な
い
体
力
と

心
構
え
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
講
演
が

行
な
わ
れ
た
。

京
都
支
部

第　

回
「
森
の
勉
強
会
」

１３

福
岡
支
部

「
岳
人
の
つ
ど
い
」開
く
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フ
ォ
ー
ラ
ム
「
登
山
を
楽
し
く
す
る

科
学
（
Ⅱ
）」
が
３
月　

日
に
飯
田
橋
の

２２

東
京
仕
事
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
一

般
も
含
め
約
１
４
０
人
が
参
加
し
た
。

４
テ
ー
マ
に
各
講
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
映

像
を
駆
使
し
て
の
講
演
で
あ
っ
た
。

　

最
初
は
塩
田
純
一
医
療
委
員
長
の

「
低
体
温
症
の
生
理
学
」
で
あ
る
。「
低

体
温
症
か
ら
凍
死
す
る
と
い
う
の
は
、

体
の
中
心
温
度
が　

度
以
下
に
な
っ
て

３０

死
に
至
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
説
き

起
こ
し
、
ふ
る
え
な
ど
の
症
状
、
早
め

の
対
策
や
防
ぐ
方
法
な
ど
を
自
分
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
体
験
も
交
え
て
具
体
的
に
解
説

し
た
。

　

２
番
目
は
、芳
野
赳
夫
科
学
委
員（
電

気
通
信
大
名
誉
教
授
）
が
登
壇
。「
カ
ミ

ナ
リ
の
新
理
論
」
と
題
し
て
、
今
ま
で

の
常
識
を
覆
す
避
雷
姿
勢
を
説
明
し
た
。

体
内
に
電
流
を
流
さ
な
い
た
め
に
、
両

足
を
そ
ろ
え
て
し
ゃ
が
み
、
閃
光
と
大

音
響
か
ら
守
る
た
め
に
眼
を
閉
じ
耳
を

ふ
さ
ぐ
。
一
点
接
地
の
新
理
論
だ
。
従

来
の
体
を
伏
せ
て
金
属
を
身
体
か
ら
離

す
と
い
う
方
法
は
役
に
立
た
な
い
と
い

う
話
に
、
聴
衆
は
感
心
し
て
聞
き
入
っ

て
い
た
。

　

３
番
目
は
福
岡
孝
昭
委
員
（
立
正
大

地
球
環
境
科
学
部
）
に
よ
る
「
温
泉
の

自
然
学
」
で
あ
る
。
地
球
最
初
の
温
泉

は　

億
年
前
の
海
だ
と
聞
い
て
、
聴
衆

４０
は
ま
ず
び
っ
く
り
。
ど
う
し
て
温
泉
が

で
き
る
の
か
を
、
マ
グ
マ
や
地
殻
の
構

造
か
ら
説
明
し
た
。
馴
染
み
の
あ
る
火

山
性
温
泉
の
他
に
も
、
深
層
地
下
水
や

化
石
海
水
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
造
成
温

泉
や
ニ
セ
温
泉
と
話
を
展
開
し
た
。

　

最
後
の
テ
ー
マ
は
、
平
野
裕
也
委
員

（
森
林
セ
ラ
ピ
ス
ト
）
の
「
森
林
セ
ラ

ピ
ー
入
門
学
」。
ま
だ
、耳
慣
れ
な
い
森

林
セ
ラ
ピ
ー
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
丁

寧
に
解
説
。
森
林
浴
が
心
身
に
い
い
こ

科
学
委
員
会
―
―
―
―
―
―
―

フ
ォ
ー
ラ
ム「
登
山
の
科
学
」を

開
催

活 

動 

報 

告 

日本山岳会の 
各委員会、同好会の 
活動報告です 

　

斉
藤
准
教
授
は
、
同
大
学
で
運
動
生

理
学
と
運
動
栄
養
学
を
専
門
に
研
究
す

る
か
た
わ
ら
、
登
山
医
学
会
評
議
員
も

務
め
て
い
る
。
ま
た
ネ
パ
ー
ル
で
の
健

康
調
査
や
、
福
岡
県
内
で
の
継
続
し
た

登
山
者
の
体
力
測
定
や
「
運
動
能
力
測

定
山
行
」
を
実
施
。
そ
の
成
果
は
、『
健

康
に
な
る
九
州
の
山
歩
き
』（　

年
７
月
、

０９

西
日
本
新
聞
社
刊
）
の
監
修
出
版
や
、

山
の
専
門
誌『
岳
人
』（　

年
９
月
号
）に

０９

執
筆
し
た
「
鍛
え
た
体
力
を
生
か
し
て

縦
走
す
る
た
め
に
・
か
ら
だ
ト
ラ
ブ
ル

対
処
法
Ｑ
＆
Ａ
」
な
ど
に
発
表
さ
れ
て

い
る
。

　

講
演
で
は
、「
山
で
バ
テ
る
」
原
因
に

は
大
き
く
分
け
て
、
①
水
バ
テ
、
②
シ

ャ
リ
バ
テ
、
③
気
持
ち
バ
テ
の
３
つ
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
放
っ
て
お
く
と
事
故

に
つ
な
が
る
と
指
摘
し
た
。
斉
藤
准
教

授
の
調
査
と
研
究
に
基
づ
く
体
調
管
理

や
、
山
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
予
防
・
防
御

の
方
法
な
ど
を
詳
し
く
お
話
し
て
い
た

だ
い
た
。
１
時
間　

分
を
超
え
る
講
演

３０

は
、
大
変
好
評
で
質
問
も
相
次
い
だ
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
日
本
山
岳
会
が
提

案
す
る
「
山
の
日
」
制
定
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
展
開
さ
れ
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

支
部
長
に
よ
る
ア
ピ
ー
ル
の
ほ
か
、
趣

旨
を
掲
載
し
た
チ
ラ
シ
の
配
布
、
さ
ら

に
会
場
正
面
の
舞
台
に
大
き
な
垂
れ
幕

を
下
げ
、
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
た
。

　
　

時
か
ら
は
、
同
じ
会
場
で
講
演
者

１７
の
斉
藤
准
教
授
を
囲
ん
で
懇
親
会
を
開

催
。
中
華
料
理
の
コ
ー
ス
に
ビ
ー
ル
や

お
酒
も
加
わ
っ
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

あ
ち
こ
ち
で
歓
談
の
輪
が
で
き
、
岳
人

た
ち
の
熱
い
語
ら
い
は
２
時
間
以
上
も

続
い
た
。

　

宴
の
途
中
、
こ
の
会
を
後
援
、
会
員

も
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
福
岡
県
山
岳

連
盟
の
安
達
敏
則
会
長
、
福
岡
県
勤
労

者
山
岳
連
盟
の
荒
木
辰
彦
会
長
ら
よ
り
、

ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
岳
人
た
ち

の
結
束
を
確
認
し
、
登
山
活
動
の
さ
ら

な
る
発
展
を
誓
う
場
と
も
な
っ
た
。　

（
高
木
荘
輔
）

好評だった「山でバテない心構え」の講演会
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と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
最
近
、
そ
の

効
果
に
つ
い
て
科
学
的
に
測
定
さ
れ
、

療
法
と
し
て
確
立
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

信
濃
町
の
セ
ラ
ピ
ー
基
地
を
モ
デ
ル
に
、

森
林
療
法
を
会
場
で
模
擬
体
験
し
て
も

ら
う
工
夫
が
よ
か
っ
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
初
め
て
参
加

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
回

答
は
参
加
者
の
約
８
割
に
あ
た
る
１
０

６
名
で
、
満
足
度
の
た
か
い
内
容
で
あ

っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
詳
細
は
全
体
的
に
「
大
変
良
か

っ
た
」　

�
、「
良
か
っ
た
」　

�
で
、

５５

２３

テ
ー
マ
別
で
は
、「
大
変
良
か
っ
た
」
と

す
る
回
答
が
「
低
体
温
症
」　

�
、「
カ

９１

ミ
ナ
リ
」　

�
で
、
登
山
の
安
心
・
安

９３

全
に
強
い
関
心
が
あ
る
こ
と
が
裏
づ
け

ら
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
「
取
り
上
げ
て
ほ

し
い
テ
ー
マ
」
に
つ
い
て
は
、
気
象
、

読
図
、
技
術
、
安
全
な
ど
幅
広
い
要
望

が
寄
せ
ら
れ
た
。
来
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
生
か
し
て
い
く
方
針
だ
。

　

＊

　

な
お
、
資
料
に
余
部
が
あ
る
の
で
、

関
心
の
あ
る
方
に
は
１
部
５
０
０
円
で

お
譲
り
し
ま
す
。
連
絡
先
（
米
倉
久
邦

�
０
９
０
�
５
７
９
０
�
５
０
５
２

�
yonekura.hisakuni@

kyodonews.jp

）

（
米
倉
久
邦
）

e

集
会
委
員
会
―
―
―
―
―
―
―

第
７
回
土
曜
懇
話
会

　

３
月
６
日　

時
〜　

時
、
上
智
大
学

１５

１７

九
号
館
二
五
六
教
室
に
堂
本
暁
子
評
議

員
を
お
迎
え
し
、「
日
本
山
岳
会
と
の
六

十
年　

山
に
遊
び　

自
然
を
学
ぶ
」
と

題
し
て
、
土
曜
懇
話
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は　

名
で
あ
っ
た
。　

２０

　

前
半
は
、
堂
本
さ
ん
と
山
登
り
の
関

わ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
出
会
い
と
思
い
出
を

中
心
に
、
興
味
深
い
お
話
を
お
聴
き
し

た
。

「
皆
貧
し
く
物
も
不
足
し
て
い
た
戦
後

間
も
な
い
と
き
〈
マ
ナ
ス
ル
〉
が
日
本

人
の
夢
だ
っ
た
時
代
、
丹
沢
の
水
無
川

「温泉の自然学」について解説する福岡孝昭氏

の
沢
登
り
か
ら
、
三
ツ
峠
、
尾
瀬
、
八

ヶ
岳
と
山
行
を
は
じ
め
た
。
女
子
大
と

し
て
は
じ
め
て
山
岳
部
を
つ
く
り
、
２

年
生
の
時
Ｊ
Ａ
Ｃ
学
生
部
の
門
を
叩
き
、

当
時
の
御
茶
ノ
水
の
ル
ー
ム
に
日
参
し

た
。
槇
さ
ん
、
成
瀬
さ
ん
、
三
田
さ
ん
、

山
田
さ
ん
を
は
じ
め
錚
錚
た
る
先
輩
た

ち
に
指
導
を
受
け
、
都
会
で
も
山
で
も

仲
良
く
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
と
な
っ

て
み
る
と
本
当
に
〈
贅
沢
な
〉
経
験
だ

っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
は
〈
登
山
文
化
〉
が

あ
っ
た
」
と
思
い
出
を
語
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
社
会
人
に
な
ら
れ
て
か
ら

も
、
日
本
女
性
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
へ
の

同
行
、
ど
う
し
て
も
行
き
た
か
っ
た
チ

ベ
ッ
ト
行
、
北
極
へ
の
取
材
等
と
山
と

の
関
わ
り
は
続
い
た
。
政
治
家
に
な
っ

て
か
ら
は
少
し
山
と
疎
遠
に
な
っ
た
が
、

千
葉
県
知
事
を
引
退
し
た
と
き
に
、
評

議
員
へ
の
お
話
が
あ
り
、
青
春
を
燃
焼

さ
せ
た
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
恩
返
し
を
し
た
い
と

の
思
い
で
今
務
め
て
い
る
。「
帰
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
ね
」
と
言
わ
れ

た
の
が
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
と
い
う
。

　

後
半
は
、「
山
と
生
物
多
様
性
」
を
テ

ー
マ
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
、

　

億
年
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
地
球
上
の

４６生
態
系
・
３
０
０
０
万
種
と
言
わ
れ
る

生
物
の
多
様
性
と
そ
の
意
義
、
そ
れ
を

守
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
、
そ
し
て

国
内
外
で
の
堂
本
さ
ん
の
環
境
や
自
然

保
護
へ
の
取
組
み
内
容
、
今
後
の
問
題

点
等
に
つ
い
て
堂
本
さ
ん
の
知
見
の

数
々
を
お
聴
き
し
た
。

「
今
は
、
同
じ
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の

〈
地
球
サ
ミ
ッ
ト
〉
で
採
択
さ
れ
た
地

球
温
暖
化
対
策
に
目
が
向
い
て
い
る
が
、

〈
生
物
多
様
化
〉
へ
の
取
組
み
も
き
わ

め
て
大
切
で
あ
る
。
特
に
、
今
年
は
国

連
の
〈
国
際
生
物
多
様
性
年
〉
で
あ
り
、

ま
た　

月
に
は
名
古
屋
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ　

１０

１０

〈
第
十
回
条
約
締
約
国
会
議
〉
が
予
定

さ
れ
て
い
る
大
変
重
要
な
年
で
あ
る
。

日
本
と
し
て
は
、〈
里
山
〉
に
つ
い
て
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

る
」
と
、
千
葉
県
知
事
と
し
て
自
ら
推

進
さ
れ
た
具
体
的
な
取
組
み
も
含
め
お

話
さ
れ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
と
し
て
も
、

何
が
出
来
る
の
か
、
何
を
す
べ
き
な
の

か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
今
後
の

活
動
に
大
い
に
参
考
に
な
る
お
話
で
あ

っ
た
。

　

最
後
に
、
出
席
者
全
員
と
環
境
問
題

や
自
然
保
護
に
つ
い
て
、
ざ
っ
く
ば
ら

ん
な
意
見
交
換
を
行
な
っ
て
、
会
は
終

了
と
な
っ
た
。

　

な
お
こ
の
催
し
は
、
自
然
保
護
委
員

会
協
賛
に
て
開
催
さ
れ
た
。（清

登
緑
郎
）
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鳩
山
政
権
で
も
経
済
の
新
成
長
戦
略

に
国
民
の
幸
福
度
を
取
り
入
れ
よ
う
と

試
み
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ブ
ー
タ
ン
王

国
は
、
世
界
に
先
駆
け
て
国
民
総
幸
福

量
（
Ｇ
Ｎ
Ｈ
）
を
提
唱
し
た
国
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

国
民
総
幸
福
量
と
い
う
概
念
を
生
ん

だ
ブ
ー
タ
ン
国
民
の
幸
せ
と
は
何
か
。

著
者
は
、
ブ
ー
タ
ン
各
地
で
見
聞
し
た

人
々
の
日
々
の
営
み
や
祭
り
の
様
子
、

東
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を

綴
り
、
そ
の
答
え
を
探
す
。
人
だ
け
で

な
く
犬
の
幸
福
量
に
つ
い
て
も
語
る
の

が
い
か
に
も
ブ
ー
タ
ン
ら
し
い
が
、
楽

し
い
話
題
ば
か
り
で
も
な
い
。
社
会
問

題
や
政
治
課
題
も
俎
上
に
載
る
。

　

全
体
の
四
割
程
度
を
、
著
者
が
四
半

世
紀
に
わ
た
り
撮
り
た
め
た
写
真
が
占

め
て
い
る
。
す
で
に
歴
史
の
一
部
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
情
景
も
あ
り
、
貴
重
な

記
録
だ
が
、
文
章
を
中
断
す
る
構
成
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
だ
。

　

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
国
教
と
し
、
特
異

な
風
俗
や
景
観
で
日
本
人
に
郷
愁
を
感

じ
さ
せ
る
ブ
ー
タ
ン
が
「
心
の
ふ
る
さ

と
の
よ
う
な
気
が
す
る
」
著
者
は
、
あ

と
が
き
で
「
褒
め
過
ぎ
た
か
」
と
書
い

て
い
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の

心
配
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
負
の
部
分
を

端
折
り
過
ぎ
た
嫌
い
は
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
彼
の
国
も
同
じ
く
人
の
住
む
と

こ
ろ
、
褒
め
ら
れ
な
い
部
分
も
た
く
さ

ん
あ
る
。
気
候
は
厳
し
い
し
、
地
域
格

差
も
大
き
い
。
難
民
問
題
で
は
非
難
を

浴
び
て
い
る
。
私
の
現
地
の
友
人
は
、

迎
え
て
く
れ
る
笑
顔
も
変
わ
ら
な
い
が
、

噂
話
に
潜
む
さ
り
げ
な
い
体
制
批
判
も

変
わ
ら
な
い
。
だ
が
、
私
も
ブ
ー
タ
ン

図
書
紹
介 

は
居
心
地
が
よ
い
。
批
判
よ
り
も
褒
め

言
葉
が
多
く
な
る
の
は
理
解
で
き
る
。

　

本
書
は
、
地
理
、
歴
史
、
風
俗
、
旅

情
報
と
、
平
易
な
ブ
ー
タ
ン
解
説
書
と

し
て
も
お
薦
め
で
あ
る
。
カ
バ
ー
に
ブ

ー
タ
ン
織
布
の
写
真
を
配
し
、
主
張
し

過
ぎ
な
い
装
丁
は
好
感
が
持
て
る
。

　

些
末
で
は
あ
る
が
気
に
な
っ
た
こ
と

が
一
つ
。
取
材
旅
行
時
の
集
合
写
真
で
、

ス
タ
ッ
フ
の
一
人
の
足 
拵 
え
が
妙
だ
。

ご
し
ら

ま
さ
か
、
こ
の
格
好
で
歩
い
た
の
で
は

な
い
と
思
う
が
。　
　
（
國
見
ゆ
み
子
）

２０１０年３月　
弦書房刊
Ａ５判　２７２�
定価　２１００円

松
本
�
夫
、
梅
木
秀
徳
・
編
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
九
重
山　
法
華
院
物
語
�
山
と
人
』

２００９年１１月
木楽舎刊
Ａ５判　２０７�
定価　１８９０円

大
谷
映
芳
・
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
森
と
ほ
ほ
笑
み
の
国
ブ
ー
タ
ン
』

　

九
州
登
山
の
メ
ッ
カ
、
九
重
山
と
法

華
院
の
歴
史
を
詳
し
く
教
え
て
く
れ
る

本
が
よ
う
や
く
出
た
。

「
九
重
山
」
は
久
住
山
や
大
船
山
、
三

俣
山
な
ど
連
山
の
総
称
で
、
そ
の
山
々

に
囲
ま
れ
た
中
心
に
坊
が
つ
る
の
高
原

湿
地
が
あ
り
、
法
華
院
が
あ
る
。
四
季

を
通
じ
多
く
の
登
山
者
で
賑
わ
う
。

　

だ
が
法
華
院
が
古
く
か
ら
の
温
泉
地

だ
と
知
る
人
も
、
そ
こ
が
数
百
年
以
上

も
前
に
開
山
さ
れ
た
山
岳
霊
場
で
あ
り
、

白
水
寺
法
華
院
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る

人
は
少
な
い
。
坊
が
つ
る
が
ダ
ム
建
設

阻
止
へ
九
州
で
最
初
の
運
動
へ
と
盛
り

上
が
り
、
自
然
環
境
と
景
観
が
守
ら
れ

た
地
で
あ
る
こ
と
を
知
る
人
も
、
今
は

何
人
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
九
重
山
に
関
係
し
た
図
書
や

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
多
く
て
も
、
そ
こ
の

故
事
来
歴
に
触
れ
た
書
物
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
だ
ろ
う
。
今

回
、
そ
の
歴
史
、
沿
革
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
、
丁
寧
に
ひ
も
ど
き
な
が
ら
九
重

の
山
々
と
か
か
わ
っ
て
き
た
人
た
ち
の

実
績
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
記
さ
れ

た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

法
華
院
は
１
３
２
４
（
正
中
元
）
年
、

山
名
は
「
九
重
」、
寺
号
は
「
白
水
」、

院
号
は
「
法
華
」、
坊
称
を
「
弘
藏
」
と

し
た
天
台
宗
の
霊
場
が
開
か
れ
た
こ
と

に
始
ま
り
、
１
４
７
０
（
文
明
２
）
年

に
は
養
順
法
師
に
よ
り
修
験
道
場
が
建

て
ら
れ
た
、
と
第
一
章
の
「
九
重
山
法

華
院
」
に
詳
し
い
が
、
そ
の
裏
づ
け
と

し
て
本
書
は
『
九
重
山
記
』
を
基
に
説

明
し
て
い
る
。

『
九
重
山
記
』
は
１
７
７
０
（
明
和
７
）

年
、
法
華
院
を
訪
れ
た
竹
田
・
英
雄
寺

の
住
職
芳
梅
聞
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
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東
海
支
部
の
労
作
。
山
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
と
し
て
は
か
な
り
の
大
判
で
、
し

か
も
上
下
巻
で
あ
る
。

　

た
ま
た
ま
私
は
名
古
屋
の
書
店
で
上

下
巻
が
並
ん
で
平
積
み
に
な
っ
て
い
る

の
を
見
た
。
こ
う
す
る
と
表
紙
の
写
真

が
つ
な
が
っ
て
、
鈴
鹿
山
地
を
代
表
す

る
御
在
所
岳
と
鎌
ヶ
岳
が
夕
空
に
シ
ル

エ
ッ
ト
で
並
ぶ
。
本
の
大
き
さ
と
あ
い

ま
っ
て
、
な
か
な
か
目
立
つ
演
出
と
な

っ
て
い
た
。

　

こ
の
本
の
読
者
の
多
く
は
名
古
屋
と

そ
の
周
辺
の
住
人
だ
ろ
う
が
、
そ
こ
か

ら
遠
く
離
れ
た
北
陸
の
山
に
ま
で
紹
介

が
及
ぶ
の
は
書
名
に
あ
る
と
お
り
。
こ

れ
は
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
開
通
で
ア

プ
ロ
ー
チ
し
や
す
く
な
っ
た
た
め
で
、

日
本
山
岳
会
東
海
支
部
・
編
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
東
海
・
北
陸
の
２
０
０
秀
山
』

上　東海・北陸編
２００９年１０月
中日新聞社刊
Ｂ５判　２１３㌻
定価　１７９９円

下　東海・信州編
２００９年１０月
中日新聞社刊
Ｂ５判　２３３�
定価　１７９９円

も
の
で
、
梅
聞
直
筆
の
巻
物
が
今
も
法

華
院
弘
藏
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
だ

が
、
閲
覧
の
機
会
が
あ
っ
て
も
漢
文
書

な
の
で
容
易
に
読
め
な
い
。
そ
れ
が
第

五
章
の
「
九
重
山
記
」
で
は
現
代
語
に

訳
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
訳
者
の
ご

苦
労
の
お
陰
で
、
読
む
側
は
労
せ
ず
古

記
録
や
二
百
年
以
上
前
の
九
重
山
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
章
の
「
法
華
院
五
輪
塔
」
で
は

工
藤
元
平
、
加
藤
数
功
、
立
石
敏
雄
ら

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
九
重
山
登
山

を
開
拓
し
た
先
駆
者
６
氏
の
パ
イ
オ
ニ

ア
ワ
ー
ク
が
語
ら
れ
、
第
三
章
「
九
重

の
自
然
と
山
岳
文
化
」
で
は
九
重
火
山

の
生
い
立
ち
や
山
名
の
由
来
、
自
然
保

護
の
沿
革
に
も
触
れ
て
お
り
、
学
ぶ
こ

と
が
多
い
山
岳
史
の
１
冊
で
あ
る
。

　

主
編
著
者
の
松
本
�
夫
氏
と
梅
木
秀

徳
氏
は
と
も
に
、
か
つ
て
法
華
院
の
山

小
屋
で
旧
制
広
島
高
師
（
現
・
広
島
大
）

山
岳
部
歌
を
基
に
、
ヒ
ッ
ト
曲
に
な
っ

た
「
坊
が
つ
る
讃
歌
」
を
作
詞
し
た
仲

だ
。
松
本
氏
は
山
口
大
名
誉
教
授
（
地

質
学
）
で
探
検
登
山
の
著
書
も
多
く
、

梅
木
氏
は
元
大
分
合
同
新
聞
論
説
委
員

長
。
手
慣
れ
た
執
筆
の
文
章
は
読
み
や

す
く
、
読
み
ご
た
え
が
あ
る
。

（
松
尾
良
彦
）

本
の
副
題
に
も
「
高
速
道
路
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
」
と
あ
る
。

　

私
も
一
時
期
を
過
ご
し
た
経
験
上
、

名
古
屋
は
大
都
会
に
し
て
は
渋
滞
に
悩

ま
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
よ
う
に
思
う
。

ま
た
中
部
山
岳
へ
出
か
け
る
の
に
ま
こ

と
に
都
合
の
い
い
立
地
で
あ
る
。
今
や

地
方
の
バ
ス
路
線
が
衰
退
し
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
放
射
状
に
整
備
さ
れ
た

高
速
道
路
を
利
用
し
て
の
マ
イ
カ
ー
登

山
が
主
流
に
な
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
全
国
的
な
傾
向
で

も
あ
る
。

　

マ
イ
カ
ー
は
山
頂
を
近
く
し
た
が
、

そ
れ
は
鉄
道
や
バ
ス
で
時
間
短
縮
を
は

か
る
の
と
質
的
に
変
わ
る
も
の
で
は
な

い
。

　

登
山
と
い
う
遊
び
は
文
明
の
落
と
し

子
で
、
不
便
を
楽
し
む
た
め
に
便
利
を

求
め
る
と
い
う
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
。

そ
し
て
便
利
が
不
便
に
侵
攻
し
て
き
た

の
が
こ
れ
ま
で
の
登
山
の
歴
史
だ
っ
た
。

現
代
に
お
い
て
は
そ
の
便
利
を
ど
こ
ま

で
許
す
か
が
各
人
の
登
山
観
を
表
わ
す

こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
れ

ま
で
の
「
現
代
」
は
常
に
そ
れ
ら
の
便

利
の
頂
点
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

そ
う
な
の
か
。
も
し
そ
う
な
ら
、
便
利

が
つ
い
に
は
登
山
か
ら
何
を
奪
い
去
る

の
か
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
便
利
に
押
さ
れ
て
旗
色
が
悪
い
が
、

こ
れ
も
「
現
代
」
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

だ
が
、
例
え
ば
こ
の
本
の
よ
う
に
二
百

も
の
山
の
情
報
を
手
中
に
し
て
、
ぱ
ら

ぱ
ら
と
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
な
が
ら
概
観

す
る
こ
と
は
本
に
し
か
で
き
な
い
。
本

と
い
う
形
態
に
愛
着
の
あ
る
私
は
、
支

部
員
の
手
弁
当
で
出
来
上
が
っ
た
よ
う

な
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
多
く
長
く
読

者
の
手
に
渡
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
改
訂
の
機
会
に
は
、

駐
車
場
情
報
と
地
図
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
と
思
う
。

（
長
沢　
洋
）
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会 

務 

報 

告 

平
成　

年
度
第　

回（
３
月
度
）理
事
会

２１

１１

日
時　

平
成　

年
３
月　

日　
　

時　

２２

１７

１８

３５

分
〜　

時　

分

２０

４５

場
所　

日
本
山
岳
会
会
議
室

【
出
席
者
】　

尾
上
会
長
、
神
崎
・
宮
崎
・

藤
本
各
副
会
長
、
成
川
・
岡
部

各
常
務
理
事
、
太
田
・
堀
井
・

相
馬
・
山
川
・
野
澤
・
谷
川
・

永
田
各
理
事
、
深
川
監
事
、
近

藤
・
酒
井
・
森
各
常
任
評
議
員

【
委
任
】中
山
・
萩
原
各
理
事
、平
井
監
事

【
審
議
事
項
】

１
・
基
金
運
用
規
定
の
制
定
（
岡
部
）

　

当
会
の
基
金
の
運
用
に
関
す
る
規
定

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
で　

基
金
運

用
規
定
を
定
め
た
い
。
規
程
案
を
財
務

委
員
会
に
諮
り
作
成
す
る
の
で
次
回
審

議
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
（
継
続
）

２
・
三
国
学
生
友
好
登
山
協
定
書
（
宮

崎
）

　

２
０
０
８
年
か
ら
実
施
の
日
中
韓
三

国
学
生
友
好
登
山
に
つ
い
て
、
２
０
１

０
年
か
ら
２
０
１
５
年
の
間
の
友
好
登

山
実
施
要
領
の
協
定
を
締
結
し
た
い
。

　

こ
の
協
定
締
結
は
中
国
登
山
協
会
か

ら
の
強
い
要
望
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

（
承
認
）

３
・
登
山
道
情
報
交
換
に
関
す
る
協
力

協
定
（
宮
崎
）

　

国
土
地
理
院
が
整
備
す
る
登
山
道
情

報
の
正
確
性
の
維
持
・
向
上
と
登
山
者

等
の
安
全
性
向
上
に
資
す
る
た
め
、
登

山
道
情
報
交
換
に
つ
い
て
の
協
力
協
定

締
結
の
申
し
出
が
国
土
地
理
院
か
ら
あ

り
、
そ
の
主
旨
か
ら
し
て
協
定
を
締
結

し
た
い
。
民
間
団
体
等
と
の
こ
の
種
協

定
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
が
最
初
で
あ
る
。
協
定
締

結
に
伴
い
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
お
け
る
情
報
取

り
ま
と
め
事
務
等
の
体
制
づ
く
り
を
急

ぎ
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
承
認
）

４
・
海
外
登
山
ク
ロ
ニ
ク
ル
へ
の
協
賛

（
神
崎
）

　

日
本
山
岳
会
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂　

周
４０

年
を
記
念
し
て
日
本
山
岳
協
会
と
協
賛

で
５
回
の
海
外
登
山
ク
ロ
ニ
ク
ル
・
ト

ー
ク
シ
ョ
ー（　

�
参
照
）を
開
催
計
画

１９

し
て
い
る
。
な
お
、
第
１
回
目
と
し
て

「The
E
V
E
RE
ST
D
ay

」が
４
月　

日
２４

�
に
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
。　
（
承
認
）

５
・
埼
玉
支
部
の
設
立
申
請
（
神
崎
）

　
　

番
目
の
支
部
と
し
て
埼
玉
支
部
設

３０
立
発
起
人
会
（
代
表　
石
橋
正
美
会
員
）

か
ら
支
部
設
立
趣
意
書
、
発
起
人
名
簿

（　

名
）、
支
部
規
約（
案
）、
支
部
役
員

３５候
補
名
簿（
案
）、
支
部
事
業
計
画（
案
）

等
を
添
え
て
設
立
申
請
が
あ
っ
た
。
設

立
総
会
は
４
月
４
日
�
を
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
承
認
）

【
報
告
事
項
】

１
・
法
人
改
革
対
応
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
中
間
報
告
（
藤
本
）

　

昨
年
９
月　

日
以
降
７
回
の
会
議
を

２５

開
催
し
、
そ
の
間
公
益
社
団
・
一
般
社

団
へ
の
移
行
に
伴
う
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
の
精
査
、
公
益
目
的
事
業
仕
分

と
そ
の
事
業
費
試
算
、
併
せ
て
類
似
団

体
等
の
動
向
、
既
公
益
認
定
法
人
の
申

請
内
容
、
最
近
の
「
公
益
認
定
等
委
員

会
」
に
お
け
る
公
益
判
断
状
況
に
関
す

る
情
報
収
集
な
ど
に
つ
き
関
連
資
料
を

添
付
し
て
中
間
報
告
が
な
さ
れ
た
。

２
・
平
成　

年
度
第
３
回
評
議
員
会
報

２１

告
（
宮
崎
）

　

３
月
６
日
�
、
本
年
度
第
３
回
目
の

評
議
員
会
を
開
催
（
評
議
員　

名
中　

１８

１３

名
出
席
）
し
、
平
成　

年
度
第
２
回
通

２１

常
総
会
議
案
に
つ
い
て
説
明
し
意
見
を

聴
き
、
議
案
は
原
案
通
り
了
解
さ
れ
た
。

３
・
平
成　

年
度
第
２
回
通
常
総
会
報

２１

告
（
宮
崎
）

　

３
月　

日
�
、
本
年
度
第
２
回
通
常

１３

総
会
が
開
催
（
千
代
田
区
六
番
町
の
プ

ラ
ザ
エ
フ
、
会
員
総
数
５
２
５
１
名
中
、

出
席
３
０
２
４
名
、委
任
状
分
を
含
む
）

さ
れ
、
満
場
一
致
で
議
案
は
可
決
さ
れ

た
。

４
・
屋
外
物
置
の
整
理
（
宮
崎
）

　

マ
ン
シ
ョ
ン
理
事
会
よ
り
保
安
上
の

支
障
と
な
る
た
め
屋
外
物
置
の
撤
去
を

求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
物
置
の
整
理

を
早
急
に
実
施
す
る
よ
う
関
係
委
員
会

等
に
依
頼
し
た
。

５
・
所
有
写
真
使
用
依
頼
（
宮
崎
）

　

Ａ
Ａ
Ｆ
（Asian

Architecture
Frie

ndship 　

Ｎ
Ｇ
Ｏ　

竹
中
工
務
店
設
計

部
有
志
で
組
織
す
る
建
設
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
）
か
ら
松
浦
輝
夫
会
員
の

エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
シ
ー
ン
の
写
真
を

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
学
校
建
設
そ
の
後
」
の

展
示
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
し
た
い
旨
の
依

頼
が
あ
り
、
資
料
委
員
会
に
よ
り
写
真

使
用
許
可
済
。

６
・
同
好
会
の
新
規
登
録
（
バ
ッ
ク
カ
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ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
）（
宮
崎
）

　

山
岳
ス
キ
ー
を
中
心
と
し
た
登
山
を

主
た
る
活
動
と
す
る
同
好
会
（
代
表
者 

・
野
間
啓
太
、
設
立
２
０
１
０
年
３
月

３
日
）
で
、
同
好
会
登
録
申
請
が
あ
り

受
理
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
�
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｐ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
が
主
た
る
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
（
現
在
会
員
は　

名
）。

２５

７
・
財
団
法
人
自
然
公
園
財
団
の
評
議

員
会
開
催
案
内
（
宮
崎
）

　

Ｊ
Ａ
Ｃ
会
長
が
評
議
員
で
あ
る
自
然

公
園
財
団
の　

年
度
第
２
回
評
議
員
会

２１

開
催
（
３
月　

日
）
案
内
が
あ
っ
た
。

１６

委
任
欠
席
。

８
・
フ
ォ
ー
ラ
ム「
公
益
法
人
の
新
制
度

対
応
に
つ
い
て
」の
開
催
案
内（
宮
崎
）

　

掲
記
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
文
部
科
学
省
競

技
ス
ポ
ー
ツ
課
が
３
月　

日
�
に
開
催

３０

す
る
案
内
情
報
提
供
が
、
あ
ず
さ
監
査

法
人
か
ら
あ
っ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
即

日
満
席
と
な
り
参
加
で
き
な
か
っ
た
。

９
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
報
告
（
藤

本
、
神
崎
、
成
川
、
野
澤
）

　

法
人
改
革
対
応
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム（
以
下
Ｐ
Ｔ
）、
支
部
活
性
化
Ｐ

Ｔ
、
山
の
日
制
定
Ｐ
Ｔ
お
よ
び
J
A
C

�
Y
O
U
T
H　

Ｐ
Ｔ
の
活
動
・
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

・
会
報
『
山
』
４
月
号
編
集
報
告（
神

１０長
）

１
日　

総
務
委
員
会　

２
日　

図
書
委
員
会　

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケッ

チ
ク
ラ
ブ　

山
の
自
然
学
研
究
会

３
日　

集
会
委
員
会　

海
外
委
員
会　

指
導
委
員
会

４
日　

ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

５
日　

み
ち
の
り
山
の
会

６
日　

評
議
員
会　

図
書
委
員
会

８
日　

指
導
委
員
会　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

小
委
員
会　

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ　

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会

９
日　

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

　

日　

常
務
理
事
会　
山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

１０
　

日　

海
外
委
員
会　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー

１１

ク
ラ
ブ　
山
の
自
然
学
研
究
会

　

日　

資
料
映
像
委
員
会　

シ
ス
テ
ム

１２

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

九
五
会

　

日　

総
務
委
員
会　

会
報
編
集
委
員

１５

会　

資
料
映
像
委
員
会　

ア
ル

パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

　

日　

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会　

イ

１６

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会　

ア
ル
パ

イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ　
　

会　
００

　

日　

理
事
会　

山
の
日
制
定
Ｐ
Ｔ　

１７

三
水
会　

つ
く
も
会

　

日　

科
学
委
員
会　

山
遊
会

１８
　

日　

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

１９

山
の
日
制
定
Ｐ
Ｔ

　

日　

自
然
保
護
委
員
会　

イ
ン
タ
ー
ネ

２３

ット
小
委
員
会　

ゆ
き
わ
り
会

　

日　

自
然
保
護
委
員
会　

海
外
委
員

２４

会　

Ｊ
Ａ
Ｃ
�
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｐ
Ｔ　

シ
ス
テ
ム
Ｐ
Ｔ　

麗
山
会

　

日　

学
生
部　

支
部
活
性
化
Ｐ
Ｔ

３０
　

日　

東
京
多
摩
支
部

３１
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
来
室
者　

名
５８８

3月 3月 

会
員
異
動
（
３
月
）

物
故

若
林
啓
之
助（
２
８
２
４
）　　

・
３
・　

１０

１３

太
田
浩
史　
（
４
１
３
１
）　　

・
３
・　

０９

１５

中
村
一
雄　
（
４
３
５
２
）　　

・
３
・　

１０

２２

音
成
彦
始
郎（
４
７
６
９
）　　

・
３
・　

１０

２０

嶋
崎
兵
市　
（
５
５
９
９
）　　

・
２
・　

１０

２１

齋
藤　

満　
（
６
１
７
６
）　　

・
３
・
１

１０

木
名
瀬
亘　
（
７
３
８
９
）　　

・
２
・　

１０

２３

柳
沢
昭
夫　
（
８
６
８
７
）　　

・
３
・　

１０

２３

寺
西
申
生　
（
８
７
９
０
）　　

・
３
・　

１０

１７

沼　

賢
亮　
（
９
６
７
６
）　　

・　
０９

１０

別
所
宗
郎　
（
１
４
２
７
４
）　

・
３
・　

１０

２９

退
会

岳
蜂
会　
　
（
４
３
１
９
）　

福
島

塚
本
正
利　
（
５
５
８
６
）　

関
西

平
野
興
一　
（
５
８
５
８
）

岡
部
正
敏　
（
６
５
７
２
）　

福
島

篠
田
勝
久　
（
６
９
８
５
）

上
田　

正　
（
７
１
１
４
）　

東
海

豊
島
義
明　
（
７
３
４
０
）

堀
口
徹
夫　
（
７
５
４
９
）　

岩
手

広
木
孝
一　
（
７
７
１
９
）　

茨
城

小
荒
井
実　
（
８
８
５
９
）　

越
後

中
村
喜
美　
（
９
１
１
７
）

三
橋　

勉　
（
９
６
１
４
）　

京
都

椿
居
澄
子　
（
１
０
９
０
８
）

真
嶋
花
子　
（
１
０
２
９
３
）北
海
道

横
内
泰
美　
（
１
０
６
８
７
）北
海
道

山
上
郁
子　
（
１
０
８
１
４
）北
海
道

加
賀
谷
立
身（
１
１
１
４
６
）秋
田

黒
沢　

孝　
（
１
１
１
６
１
）関
西

高
野
昭
吾　
（
１
１
１
６
８
）京
都

宮
崎
専
輔　
（
１
１
２
７
２
）

小
林
潤
也　
（
１
１
３
０
３
）

木
俣
美
樹
男（
１
１
３
０
９
）

小
林
妙
子　
（
１
１
３
６
４
）

加
藤
久
雄　
（
１
１
４
４
１
）京
都

矢
羽
々
文
一
郎（
１
１
５
２
１
）岩
手

水
畑
靖
代　
（
１
１
８
６
５
）東
海

中
村
和
輝　
（
１
１
９
２
６
）福
岡

坂
神
列
一
郎（
１
１
９
４
５
）東
海　

有
木
重
昭　
（
１
２
５
６
２
）宮
崎

井
上　

彰　
（
１
２
６
９
６
）京
都

堀
江
召
浩　
（
１
２
７
９
７
）東
海

黒
木
登
志
夫（
１
２
８
４
３
）岐
阜

内
田　

孝　
（
１
２
９
６
３
）

伊
藤
建
介　
（
１
２
９
９
８
）

佐
々
木
國
雄（
１
３
０
０
８
）宮
城

新
井
律
子　
（
１
３
０
５
５
）宮
崎

日
高
佐
智
代（
１
３
０
６
８
）宮
崎

金　

炳
哲　
（
１
３
２
５
８
）北
九
州

河
野
利
晴　
（
１
３
３
２
４
）山
陰

横
須
賀
邦
子（
１
３
６
３
２
）北
海
道

高
橋
友
子　
（
１
３
４
４
０
）

森
永
義
忠　
（
１
３
９
８
３
）北
九
州

大
平
昭
善　
（
１
４
１
１
１
）
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能島龍三　 夏雲 ２８６p／２０cm 新日本出版社 ２０１０ 出版社寄贈
落合正治（編） 七つの大陸の最高峰を訪ねて　　 ８３p／２１×３０cm 神大セブンサミッツ実行委員会 ２０１０ 発行者寄贈
落合正治（編） 神奈川大学ビンソン・マシフ遠征登山隊２００９報告書　　 １０３p／３０cm 神大セブンサミッツ実行委員会 ２０１０ 発行者寄贈
ライチョウ会議（編） 第１０回ライチョウ会議新潟大会報告書　：２００９年１１月２～３日　 １６３p／３０cm ライチョウ会議 ２０１０ 発行者寄贈
近藤等　 わが回想のアルプス�Les Alpes que J’ aime １９１p／２１cm 東京新聞出版部 ２０１０ 出版社寄贈
トムラウシ山遭難事故調査特別委員会（編） トムラウシ山遭難事故調査報告書（平成２２年３月１日） ９１p／３０cm トムラウシ山遭難事故調査特別委員会 ２０１０ 発行者寄贈
裾野市実行委員会（編） 我がまち自慢の富士山�国民文化祭しずおか２００９ １１２p／２６cm 「我がまち自慢の富士山」写真展企画委員会 ２００９ 発行者寄贈
池田末則（監修） 日本山岳ルーツ大辞典　 １１４２p／２７cm 竹書房 １９９７ 図書委員会寄贈
若菜晃子（文）羽金知美（写真） 東京近郊ミニハイク １２８p／１８cm 昭文社 ２０１０ 出版社寄贈
Ameryki,Gory Wielka Encyklopedia gor I Alpinizmu Tom Ⅳ ８０４p／２５cm Stapis ２００９ J.Kielkowski氏寄贈
A.Tyson&M.Clelland Glacier Mountaineering　 １４０p／２３cm Falcon Guides ２００９ 大塚忠彦氏寄贈
Harish Kapadia（ed.） The Himalayan Journal ２００９（Vol.６５）　 ２９８p／２２cm The Himalayan Club ２００９ 発行者寄贈
Stephen Goodwin（ed.） The Alpine Journal ２００８（Vol.１１３） ４４８p／２３cm The Alpine Club ２００８ 発行者寄贈
John Harlin III（ed.） The American Alpine Journal ２００９（Vol.５１,Issu.８３） ４００p／２３cm AAC Press ２００９ 発行者寄贈
Kester Brown（ed.） New Zealand Alpine Journal ２００９ １４８p／２５cm New Zealand Alpine Club ２００９ 発行者寄贈
Cally Henderson（ed.） The Journal of the Mountain Club of South Afriac ２００８ １６３p／２４cm Mountain Club of South Africa ２００９ 発行者寄贈

著　者 書　　　名 ページ・サイズ 出版元 刊行年 寄贈／購入別

FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション 

◆
新
入
会
員
の
た
め
の
企
画
「
徳
本
峠

越
え
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
」

山
研
運
営
委
員
会

　

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
足
跡

を
た
ど
り
、
新
緑
の
島
々
谷
か
ら
残
雪

の
徳
本
峠
を
越
え
て
上
高
地
入
り
し
ま

す
。
上
高
地
で
は
山
研
に
１
泊
し
て
、

翌
日
「
碑
前
祭
」
に
参
加
。
新
会
員
の

仲
間
づ
く
り
を
手
助
け
す
る
企
画
で
す
。

日
程　

６
月
５
日
�
〜
６
日
�

費
用　

１
万
２
０
０
０
円
（
１
泊
２
食
、

午
餐
会
会
費
、
記
念
品
代
、
傷

害
保
険
料
）

定
員　
　

名
（　

年
度
入
会
の
会
員
お

２０

２１

よ
び
本
会
会
員
の
希
望
者
）

申
込　

５
月　

日
ま
で
に
、
柴
山
信
夫

２２

　
　

（
�
０
４
４
�
９
０
０
�
３
４
３
９

�
sibasan@

sannet.ne.jp

）

＊
現
地
集
合
・
解
散

＊
申
込
者
に
詳
細
を
送
り
ま
す

◆
第
８
回
土
曜
懇
話
会
「
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
の
現
状
と
課
題
」集

会
委
員
会

日
時　

６
月　

日
�　

時
よ
り

１９

１５

場
所　

日
本
山
岳
会
１
０
４
号
室　

講
師　

森
武
昭
氏
（
常
任
評
議
員
、
神

奈
川
工
科
大
学
副
学
長
・
教
授
）

定
員　
　

名
３０

問
合　

野
崎
和
彦
（
�
０
９
０
�
８
９

６
１
�
１
８
６
６

�
nozaki_kaz@

yahoo.co.jp
）

◆
第　

回
生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会

１０

議
記
念
森
林
講
座　猿

投
の
森
づ
く
り
の
会

　

森
は
木
々
と
生
物
た
ち
と
の
相
互
作

用
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
最
新
の

知
見
に
た
っ
た
、
６
人
の
生
態
学
者
に

よ
る
座
学
と
自
然
観
察
会
。
参
加
費
は

ee

無
料
。
会
員
外
の
参
加
も
可
。

日
時　

①
４
月　

日
�
総
論（
１
回
目
）

１０

　
　
　

②
５
月　

日
�
鳥
類（
２
回
目
）

１５

　
　
　

③
６
月　

日
�
土
壌（
３
回
目
）

１２

　
　
　

④
７
月　

日
�
獣
類（
４
回
目
）

１０

　
　
　

⑤
８
月
７
日
�
昆
虫
類（
５
回
目
）

　
　
　

⑥　

月　

日
�
菌
類（
６
回
目
）

１１

１３

集
合　

９
時　

分
、
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

３０

（
愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
）

申
込　

各
講
座
ご
と
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

１
枚
に
１
名
で
申
し
込
む

　
　

（
�　
　

名
古
屋
市
中
区
富
士
見

４６０‐
００１４

町
８
�
８　

Ｏ
Ｍ
Ｃ
ビ
ル　

�

日
本
山
岳
会
東
海
支
部　

猿
投

の
森
づ
く
り
の
会
）

締
切　

①
終
了　
　
　

②
４
月　

日
３０

　
　
　

③
５
月　

日　

④
６
月　

日　

１６

１２

⑤
７
月　

日　

⑥　

月　

日

１０

１０

１６

問
合　

小
川
務
（
�
＆
�
０
５
６
８
�

９
１
�
２
４
８
６

�
altaiclub@

bridge.ocn.ne.jp

）

◆
第
６
回「
土
曜
放
談
会
」　　

土
曜
会

　

昔
の
土
曜
会
の
ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
し

て
開
催
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

５
月　

日
�　

時
〜　

時　

分

２９

１５

１７

３０

場
所　

日
本
山
岳
会
集
会
室

費
用　

１
０
０
０
円　

問
合　

箕
岡
三
穂
（
�
０
４
２
�
７
７

６
�
１
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第１２回「秩父宮記念山岳賞」の
推薦について
秩父宮記念山岳賞審査委員会
　第１２回「秩父宮記念山岳賞」
の推薦（他薦のみ）を下記の通
り受付けますので事務局まで資
料をご請求下さい。
　多数の推薦をお待ちしており
ます。
�対象分野　登山活動
　　　　　　山に関する文化活動
�提　出　先　日本山岳会内　
　　　　　　秩父宮記念山岳賞
　　　　　　事務局
�締　切　り　平成２２年８月末日
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��
総
会
の
報
告
は
、
や
は
り
若
い
会
員

の
入
会
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
古
野
さ
ん
の
レ
ポ

ー
ト
に
も
あ
る
よ
う
に
、
未
組
織
で
す

が
若
い
人
た
ち
が
山
に
少
し
ず
つ
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
雪
山
に
挑
む
彼
ら
に
は
、

技
術
に
対
し
て
向
上
心
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
向
上
心
に
き
ち
ん
と
応
え
て
い
く

こ
と
が
、
山
岳
会
再
生
の
ひ
と
つ
の
カ

ギ
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

�
長
野
で
開
催
さ
れ
る
ブ
ッ
ク
フ
ェ
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と
ト
ー
ク
シ
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ー
は
、
異
色
の
組
み
合

わ
せ
も
あ
っ
て
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

�
寒
い
日
が
続
い
た
た
め
、
今
年
の
桜

は
ず
い
ぶ
ん
長
く
楽
し
め
ま
し
た
。
そ

ん
な
桜
満
開
の
あ
る
日
、
秩
父
を
訪
ね

ま
し
た
。
駅
舎
か
ら
出
て
、
ま
ず
目
に

飛
び
込
ん
で
く
る
の
が
武
甲
山
で
す
。

た
ま
に
訪
れ
る
た
め
か
、
い
つ
も
武
甲

山
の
削
ら
れ
た
無
惨
な
姿
に
心
が
傷
み

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
神
長
幹
雄
）
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集
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�　エベレスト展望と４０００ｍピーク登頂１２日間
　　旅行期間＝１１月１２日～２３日　旅行代金＝４２５,０００円
　　エベレスト街道をトレッキング、ホテル・エベレスト・ビューに泊まり、４０００ｍピーク登頂
に挑戦します。

�　ホテル・エベレスト・ビューと「ポカラ」を訪れる１２日間
　　旅行期間＝１１月１２日～２３日　旅行代金＝４７５,０００円
　　エベレストを展望したその後は、温暖なポカラでアンナプルナ山群の展望を楽しむ欲張りな
内容です。

�　ヒマラヤ山脈８０００ｍ峰９座展望とハイキング１０日間
　　旅行期間＝１１月１５日～２４日　旅行代金＝３９８,０００円
　　憧れの８０００ｍの巨峰を地上からの軽いハイキングと航空機の機窓から眺める充実のコースで
す。

�　エベレスト・カラパタール登頂２０日間
　　旅行期間＝１１月４日～２３日　旅行代金＝４８２,０００円
　　ルクラからエベレスト街道を歩き、世界最高峰エベレストを間近に仰ぎ見るカラパタールへ
登頂します。

�　最速カラパタール登頂１５日間
　　旅行期間＝１１月９日～２３日　旅行代金＝６６８,０００円
　　低酸素トレーニング室を使った高所順応プログラムと特別機を使い５５４５ｍのカラパタールへ
最も短い時間で登頂します。

【エベレスト登頂４０周年記念・ヒマラヤトレッキングのご案内】
　１９７０年５月１１日、日本山岳会エベレスト登山隊によって、日本人が初めて世界最高峰エベレストの山頂に立ちました。
　あれから４０年――。日本山岳会海外委員会では、当会支部活性化プロジェクトチームと共同で、エベレスト登頂４０周年
を記念するヒマラヤトレッキングを企画しました。ご友人とお誘い合わせて、多くの方の参加をお待ちしております。

海外登山隊クロニクル　年間企画一覧

出演者（予定）会　場期　日イベント名

１９７０年エベレスト登山隊＝大塚博美、松田雄一、
松浦輝夫、平林克敏　他、田部井淳子、渡邉玉枝

国立オリンピック
青少年センター

２０１０年４月２４日�
１３：３０�１７：００

The EVEREST Day

田部井淳子、植村公子、三浦豪太、竹内洋岳、
谷口ケイ　その他

毎日ホール
２０１０年７月２４日�
１３：３０�１７：００

The UEMURA Day

若手現役登山隊による精鋭登山報告、海外登山史
「デ－タ－にみるヒマラヤ登山」（企画・計画中）

国立オリンピック
青少年センター

２０１０年９月１１日�
１３：３０�１７：００

The EXPEDITION Day

過去のビッグ・エクスペディション
（企画・計画中）

国立オリンピック
青少年センター

２０１０年１２月５日�
１３：３０�１７：００

The HIMALAYA Day

登山隊記録映画会（予定）『マナスルに立つ』『ナンダ
コット登山隊』『白き氷河の果てに（Ｋ２）』その他

国立オリンピック青少年
センター（未定・申請中）

２０１１年１月１６日�
９：００�１９：００

The DOCUMENT Day

参加申込み＝https：//www.mainichi-ks.co.jp/form/evt-mt１００４/　問い合わせ＝海外委員会（井本）imoto@himalaya-kanko.co.jp

海外委員会

旅行企画・実施　�・�ヒマラヤ観光開発�　�０３－３５７４－９２９２　�・�アルパインツアーサービス�　�０３－３５０３－１９１１
　　　　　　　　��ウェック・トレック　�０３－３４３７－８８４８
詳しくは、日本山岳会ホームページ　http://www.jac.or.jp/　をご覧ください。




